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江

郡
　
　
山
　
　
市

市山郡

　
三
春
町
（
み
は
る
ま
ち
）
福
島
県
の
田
村
郡
北
西
部
、
阿

武
隈
山
地
の
中
部
西
端
に
位
置
す
る
町
。
面
積
七
三
平
方
キ

ロ
・
メ
ー
ト
ル
。
人
口
］
八
、
八
五
九
人
（
一
九
七
五
年
国

勢
調
査
）
。
　
一
九
五
五
（
昭
三
〇
）
年
四
月
（
旧
）
三
春
町

と
御
木
沢
（
お
ぎ
さ
わ
）
、
中
妻
（
な
か
つ
ま
）
、
沢
石
（
さ

わ
い
し
）
、
要
田
（
か
な
め
だ
）
、
中
郷
（
な
か
さ
と
）
五
村

が
合
併
し
、
さ
ら
に
同
年
二
月
に
岩
江
（
い
わ
え
）
村
の

一
部
を
合
併
し
て
、
現
在
の
町
域
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
。
町
名

は
ウ
メ
、
モ
モ
、
サ
ク
ラ
の
花
が
一
度
に
咲
く
こ
と
に
由
来

す
る
。
中
心
集
落
の
三
春
は
近
世
、
秋
田
氏
五
万
石
の
城
下

町
。
町
域
の
多
く
は
丘
陵
地
帯
で
、
水
稲
の
ほ
か
タ
バ
コ
栽

培
、
養
蚕
、
畜
産
が
あ
り
、
近
年
で
は
農
村
工
業
の
導
入
も

み
ら
れ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
の
田
村
郡
都
と
し
て
の
機
能
を

漸
次
失
な
い
つ
つ
、
郡
山
市
へ
の
依
存
傾
向
を
強
め
て
い

る
。



は
　
じ
　
め
　
に

　
周
知
の
よ
う
に
、
三
春
町
は
阿
武
隈
山
系
の
西
端
部
に
位
置
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
町
域
の
大
部
分
は
起
伏
に
富
ん
だ
丘
陵
地
帯
を
な
し
て

お
り
、
そ
の
こ
と
が
、
町
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
の
構
造
（
耕
地
お
よ
び
作
目
の
編
成
）
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
住
民
の
健

康
問
題
に
も
大
き
く
作
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
　
「
高
度
成
長
」
期
以
来
の
社
会
経
済
情
勢
の
急
速
な
変
化
が
こ
う
し
た
農
村
社
会
に
も
た
ら
し

た
労
働
・
生
活
様
式
の
変
容
も
、
住
民
の
健
康
問
題
に
少
な
か
ら
ず
意
味
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
一
九
七
七
年
に
福
島
大
学
地
域
開
発
研
究
会
が
行
な
っ
た
三
春
町
総
合
調
査
の
一
環
と
し
て
、
筆
者
が
分
担
し
た
医
療
・
保
健
問

題
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。

　
な
お
、
分
析
に
あ
た
っ
て
筆
者
が
依
拠
し
た
の
は
主
と
し
て
三
春
町
民
生
課
、
福
島
県
厚
生
部
お
よ
び
福
島
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

等
の
資
料
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
二
者
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
集
計
方
法
等
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
に
か
な
り
の
不
一
致
が
み
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
と
し
て
は
、
町
内
と
く
に
地
区
別
の
比
較
分
析
に
は
町
資
料
を
利
用
し
、
町
と
田
村
郡
（
本
稿
で
は
全
て
現
有
七
町

村
の
領
域
に
統
一
調
整
し
て
い
る
）
、
福
島
県
、
全
国
と
を
比
較
す
る
場
合
に
は
県
資
料
を
利
用
し
た
が
、
あ
え
て
両
資
料
の
統
一
・
接
合
を

は
か
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
今
回
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
、
資
料
の
補
充
と
そ
れ
に
伴
う
文
章
上
の
補
訂
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点

を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

人
口
動
態
に
関
す
る
若
干
の
特
徴

　
直
接
に
住
民
の
健
康
問
題
を
み
る
ま
え
に
、
そ
れ
と
の
関
連
で
検
討
の
対
象
と
な
る
住
民
の
量
的
規
模
と
そ
の
変
化
、

か
ら
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。
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第
1
表
は
三
春
町
に
お
け
る
昭
和
三
五
年
以
来
の
地
区
別
年
央
人
口
と
そ
の
変
化
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
三
八
年
九
月
に
お
け
る
一
部
要

田
地
区
の
編
入
に
よ
る
例
外
的
な
事
情
を
別
に
す
れ
ば
、
町
全
体
と
し
て
は
、
四
〇
年
代
末
ま
で
一
貫
し
た
人
口
の
漸
減
傾
向
が
つ
づ
き
、

四
十
年
代
の
十
年
間
を
と
っ
て
み
て
も
、
四
〇
年
に
た
い
す
る
五
〇
年
の
比
較
で
は
、
二
、
四
五
一
人
（
一
一
・
五
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
第
1
表
お
よ
び
第
2
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
間
の
人
口
減
少
率
は
中
心
市
街
地
で
あ
る
三
春
と
、
そ
こ
か
ら
も
っ
と

も
離
れ
た
沢
石
お
よ
び
中
妻
で
と
り
わ
け
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
結
果
、
三
春
地
区
の
人
口
比
は
つ
い
に
四
〇
％
を
割
る
に
至
っ

て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
全
体
と
し
て
こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
傾
向
は
当
然
の
社
会
経
済
的
要
因
に
よ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
分
析
は
三
春
町
の
産
業
経

済
等
を
扱
う
べ
き
別
の
報
告
に
関
連
す
る
は
ず
な
の
で
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
年
齢
別
人
口
構
成
の
変
化
を
み
る
こ
と
で
、
人
口
減
少
の
姿

を
確
認
す
る
こ
と
に
と
ど
め
よ
う
。
第
1
図
は
昭
和
三
〇
年
以
来
の
国
勢
調
査
時
点
に
お
け
る
年
齢
階
梯
別
人
口
構
成
（
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
）

で
あ
る
。
三
〇
年
段
階
で
は
、
戦
争
な
ど
若
干
の
撹
乱
要
因
を
別
に
す
れ
ば
、
一
〇
代
後
半
男
子
の
流
出
が
あ
る
ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど
全
く
見

事
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
れ
が
三
五
年
段
階
に
な
る
と
、
一
〇
代
後
半
女
子
も
大
量
に
流
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果

二
〇
代
の
人
口
も
停
滞
し
、
さ
ら
に
出
生
数
目
幼
児
人
口
の
減
少
も
生
じ
て
き
た
。
か
く
し
て
四
〇
年
段
階
で
は
、
二
〇
代
を
ぐ
び
か
ど
す
る
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ヤ
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ヤ

ひ
ょ
う
た
ん
型
に
移
行
し
、
子
供
世
代
の
減
少
（
世
代
人
口
の
縮
小
再
生
産
）
も
進
行
し
た
。
さ
ら
に
四
五
年
段
階
で
は
く
び
れ
の
年
齢
階
梯

が
上
昇
し
、
か
く
し
て
五
〇
年
段
階
に
は
ほ
ぼ
釣
鐘
型
へ
の
移
行
を
完
了
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
変

容
過
程
自
体
は
、
日
本
全
体
に
つ
い
て
と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
間
の
関
係
を
今
一
度
第
3
表
の
年
齢
階
梯
別
人
口
構
成
比
に
よ
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
新
規
学
卒
者
の
流
出
お
よ
び
出
生
数
減

少
の
波
及
効
果
が
よ
み
と
れ
る
し
、
同
時
に
年
齢
構
成
比
の
平
準
化
傾
向
も
よ
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
3
表
下
段
お
よ
び
第
2
図
に

み
る
よ
う
に
、
生
産
年
齢
人
口
（
一
五
～
六
四
才
）
が
停
滞
的
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
年
少
人
口
（
一
四
才
以
下
）
は
半
減
し
、
老
年
人
口
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第3表年齢階梯別人ロ構成 （各10月1日国勢調査）
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（
六
五
才
以
上
）
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
生
産
年
齢
人
口
比
の
増
大
、
し
た
が
っ
て
従
属
人
口
指
数
の
低
下
が
進
行
し
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時
に
、
将
来
人
口
の
一
層
の
老
齢
化
を
予
想
さ
せ
る
老
年
人
口
指
数
の
着
実
な
上
昇
や
、
老
年
化
指
数
の
急
速
な
上
昇

も
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
傾
向
自
体
は
全
国
的
傾
向
と
同
様
で
あ
る
が
、
全
国
平
均
と
比
較
し
て
、
三
春
町
の
場
合
に
は
生
産
年

齢
人
口
比
お
よ
び
老
年
人
口
比
に
お
い
て
つ
ね
に
高
く
、
年
少
人
口
比
に
お
い
て
つ
ね
に
低
く
推
移
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
三
春
町
が
こ
の

間
一
貫
し
た
人
口
流
出
地
域
と
し
て
、
人
口
の
高
齢
化
傾
向
を
示
し
て
き
た
こ
と
の
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
四
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
郡
山
市
に
隣
接
す
る
岩
江
地
区
が
人
口
の
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
地
区
が
通
勤
者
用
の
住

宅
地
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
地
区
に
つ
い
て
も
「
近
年
そ
の
人
口
減
少
幅
の
縮
小
な
い
し
は
若
干
の
人
口
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111．0
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24．7

55．3
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年齢3区分別人ロ割合

昭
和
30　　　35　　40　　45
年

t皇07・1U8・・口g・5

62．8

i
l

t
I27．71

11
59．3

15．2

34．4

59．0

33．0

69．6

13．6

24．2

56、O
56．2

第2図

100：

50

　　　　37・71…36・91

　　　11
　0

数二78・078・7
数　二　10、9　12、7

数　＝　16．3　　19、7

　　a

65才以上

　　　b

15～64才

　C
O～M才

従属人口指数二78・0　了b・7　6ヲゆ　つソ・・

老年人口指数二10・9　12、7　13．6　15．：

老年化指数＝16・319、7　242　34♂

（資料）第3表より作成。

（注）①従属人・指数一a g。×1・・

　　　　②老年人・指数一書×100

　　　　③老年化指数二　a　×100
　　　　　　　　　　　　　C
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三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
一

増
加
が
み
ら
れ
、
し
た
カ

っ
て
、
町
全
体
に
つ
い
て

も
人
口
の
微
増
が
記
録
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
人
口
の
下
げ
止
ま

り
現
象
は
、
　
い
わ
ゆ
る

「
過
疎
」
化
地
域
に
み
ら

れ
る
全
国
的
に
お
よ
そ
共

通
し
た
現
象
で
も
あ
る

が
、
お
そ
ら
く
は
、
①
釣

鐘
型
人
口
構
成
へ
の
移
行

　
　
一
一



第4表出生数・出生率の全体比較

恥
昭和35年
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“
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0

3
3
3
3
4

引
4
2
4
3
弱
弱6
7
Ω
∪
∩
ン
0

4
4
4
4
5
1
2

【
フ
【
ノ

5ヵ年平均

36～40

41～45

46～50

全 国

数 率

福島県

数

1，606，041　　　　17．2　　39，259

1，589，372　　　　16．9　　37，091

1，618，616　　　17．0　　35，566

1，659，521　　　17．3　　34，064

1，716，761　　　17．7　　32，989

1，823，697　　　　18．6　　32，807

1，360，974　　　　13．7　　24，401

1，935，647　　　19．4　　32，778

1，871，839　　　　18。6　　30，360

1，889，815　　　　18．5　　29，958

1，934，239　　　　18．7　　29，952

2，000，973

2豊038，682

2，091，983

2，029，989

1，901，440

1，832，617

1，755，100

1，681，593．4

1，798，502．8

2，012，613．4

19．2

19．3

19．4

18．6

17．1

16．3

15．5

17．5

17．8

18．7

30，694

31，432

32，440

32，884

31，287

31，581

31，226

34，503。4

29，489．8

31，746．8

率

田村郡

数 率

町春一一

19．1　　2，794

18，2　　2，203

17．6　　　1，965

16．9　　2，021

16．5　　1，835

16．5　　1，775

12．5　　1，366

16．7　　1，675

15．5　　　1，469

15．3　　　1，466

15．4　　　1，312

15．8

16。3

16．8

16．9

15．9

16。0

15．7

17．2

15．0

16．3

1，272

1，263

1，243

1，242

1，182

1，195

1，225

1豊959．8

1，457．6

1，240．4

数

24．2　　　443

22．5

20．2

21．0

19．2

18．8

14．7

18．2

16．2

i6．4

14．9

413

421

397

351

343

294

318

313

304

286

14．6　　　　271
14．7　　　　296
14．7　　　　289
14．8　　　　304
14．2・　　　　288

14．4

14．8

20．4

16．1

14．6

272

292

率

20．0

18．8

19．5

18．6

16．3

16．1

14．0

15．3

15．3

15．1

14．4

13．9

15．4

15．3

16．2

15．5

14．4

15、4

385．0　　17．9

303．0　　14．8

289．6　　15．2

（資料） 昭和51年までは福島県厚生部r厚生行政の概況（衛生編）』（各年版），昭和

52年については厚生省大臣官房統計情報部『昭和52年人口動態統計（年報）概

況』・（昭和53年9月）および福島県保健環境部r昭和52年人口動態の概況』

（昭和53年6月）より作成。

①「出生率」は年央人口1，000人あたりの出生数である。

②「5カ年平均」の場合の「出生率」は平均年央人口1，000人あたりの平均

　出生数である。
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第3図　出生率・死亡率の全体比較
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（資料）第4表（出生率）および第6表（死亡率）より作成。

　（注）いずれも年央人口1，0CO人あたりの数値である。
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一
三
奉
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
．

に
よ
る
人
口
排
出
能
力
の
低
下
、
②
昨
今
の
「
構
造
不
況
」
に
よ
る
大
都
市
圏
で
の
雇
用
減
退
、
③
都
市
環
境
の
悪
化
と
農
村
居
住
の
再
評

価
、
④
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
に
よ
る
在
村
通
勤
条
件
の
拡
大
、
⑤
農
村
工
業
導
入
に
よ
る
在
郷
企
業
へ
の
勤
務
者
の
増
大
、
な
ど
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
岩
江
地
区
を
別
に
す
れ
ば
、
社
会
的
人
口
減
少
の
傾
向
は
ま
だ
終
っ
て
は
い
な
い
（
第
2
表
参
照
）
。

　
そ
こ
で
次
に
、
全
国
、
福
島
県
、
田
村
郡
、
三
春
町
お
よ
び
町
内
地
区
別
の
出
生
率
・
死
亡
率
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
第
4
表
お
よ
び
第
3
図
に
よ
っ
て
全
体
的
な
出
生
率
を
み
る
と
、
全
国
平
均
で
は
四
一
年
の
丙
午
（
ヒ
ノ
エ
ウ
マ
）
を
例
外
と
し
て
、
四
〇

年
代
全
体
が
一
つ
の
高
み
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
後
初
期
の
ベ
ビ
」
・
ブ
ー
ム
期
に
生
ま
れ
た
世
代
が
成
人
し
て
、
新
た
な
ブ
ー
ム
期

を
形
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
福
島
県
で
は
、
四
一
年
の
急
落
に
た
い
す
る
四
二
年
の
反
動
的
上
昇
を
別
に
す
れ
ば
、
四
〇
年

代
後
半
に
弱
い
上
昇
期
を
も
ち
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
は
停
滞
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
過
疎
」
化
を
反
映
す
る
出
生
動
向
は
田
村
郡
に
つ

い
て
一
層
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
お
り
、
郡
山
市
隣
接
部
の
吸
収
合
併
に
よ
る
残
存
田
村
郡
の
停
滞
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
こ
の
点
で

三
春
町
は
県
と
郡
の
中
間
的
存
在
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
三
五
年
当
時
の
郡
〉
町
V
県
V
国
と
い
う
出
生
率
序
列
は
、
五
〇
年

段
階
で
は
国
V
県
V
町
V
郡
と
い
う
序
列
に
逆
転
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
間
の
「
高
度
成
長
」
政
策
と
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
「
過
疎
」
化

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
五
〇
年
代
に
入
っ
て
、
出
生
率
の
全
体
的
な
平
均
化
傾
向
が
よ
み
と
れ
る
。

　
三
春
町
に
お
け
る
地
区
別
の
出
生
数
・
出
生
率
は
第
5
表
お
よ
び
第
4
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
三
〇
年
代
後
半
に
は
要
田
、
中
郷
、
岩
江
、

沢
石
、
御
木
沢
の
順
に
出
生
率
が
高
く
、
三
春
地
区
の
低
さ
が
目
立
っ
て
い
る
。
四
〇
年
代
前
半
は
、
全
体
と
し
て
出
生
率
が
低
下
し
た
な
か

で
、
要
田
、
中
郷
が
高
く
、
沢
石
、
中
妻
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
四
〇
年
代
後
半
で
は
沢
石
の
高
さ
と
岩
江
の
低
さ
が
目
に
つ
い
て
い

る
。
か
く
し
て
、
出
生
率
と
地
区
と
の
関
連
は
時
期
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
貫
し
な
い
が
、
全
体
を
通
じ
て
み
れ
ば
、
中
郷
、
要
田
、
沢
石
で

高
く
、
三
春
や
近
年
の
岩
江
で
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
者
が
純
農
村
部
で
あ
り
後
者
が
市
街
地
な
い
し
は
住
宅
地
化
地
域
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
一
般
に
農
村
地
域
は
多
産
型
、
都
市
地
域
は
少
産
型
と
い
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
、
あ
る
い
は
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な



い
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
立
入
っ
て
検
討
し
う
る
だ
け
の
資
料
を
今
回
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
。

　
次
に
、
第
6
表
お
よ
び
第
3
図
に
よ
っ
て
全
体
的
な
死
亡
率
を
み
る
と
、
全
国
平
均
お
よ
び
県
平
均
で
は
並
行
的
な
漸
減
傾
向
が
着
実
に
進

行
し
て
い
る
が
、
三
春
町
お
よ
び
こ
れ
を
ふ
く
む
田
村
郡
の
毅
階
で
は
、
死
亡
率
の
低
下
は
多
分
に
振
幅
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
時

に
、
死
亡
率
に
お
け
る
町
・
郡
V
県
V
国
と
い
う
序
列
は
変
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
町
お
よ
び
郡
に
お
け
る
死
亡
率
の
こ
の
よ
う
な
高
位
性

出生率

死亡率

第4図　地区別出生率・死亡率
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三
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け
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医
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・
保
健
問
題
一

一一
七

昭和

（資料）第5表（出生率）および第7表（死亡率）より作成。

　（注）いずれも5カ年平均年央人口1，000人あたりの平均数

　　　である。



第6表　死亡数・死亡率の全体比較

議昭和35年

36

37

38

39

40

41

42

43

屑

45

46

47

48

49

50

51

52

5カ年平均

36～40

41～45

46～50

全　　国

数

706，599

695，644

710，265

670，770

673，067

700，438

率

7．6

7．4

7．5

7．0

6．9

7．1

670，342，6・8

675，006　1

686，555

6．8

6．8

693，787　　　6。8

684，521　，　6、9

683，751

709，416

710，516

710，510

702，275

707，274

690，074

690，036．8

687，730．4

698，094．6

6、6

6．5

6．6

6．5

6．3

6．3

6．1

7．2

6．8

6．5

福　島県
数

17，044

16，726

16，740

15，473

15，469

16，109

15，010

15，126

15，344

15，237

15，672

14，641

14，515

15，071

15，035

14，801

14，764

14，144

16，103．4

15，277．8

14，812．6

率

8．3

8．3

8．3

7．7

7．7

8．1

田　村郡
数

1｝171

946

1，015

859

891

895

7．6　　　　829

7．7

7．8一

7．8

18

7．5

7。8一

7．8

7．7

7．5

7．5

7．1

8．0

7．8

7．6

837

862

808

753

730

702

735

722

704

684

673

921．2

817．8

718．6

率

10．2

9．6

10．6

8．9

9．3

9．5

8．9

9．i

9．5

9．0

8．5

8．4

8．2

8．7

8．6

8．5

8．3

8．2

9、6

9．0

8．5

三春町
数 率

．、塑．t．．2迭、

214

245

207

189

212

197

184

188

225

170

178

167

180

170

9．8

11．3

9．7

8。8

10．0

9．8

8．8

9。2

11．2

8．5

9．1

8．7

9．5

9．0

184　　9．8

164　　8．7

155

213。4

192．8

175．8

8．2

9．9

9．4

9．2

1
一

春
町
に
お
け
る
医
療
．
・
保
健
問
題
－

（資料）第4表に同じ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　（注）①「死亡率」は年央人口1，000人あたりの死亡数である。　　　　　　　八

　　　②「5カ年平均」の場合の「死亡率」は平均年央人口1，0CO人あたりの平均死

　　　　亡数である。



と
跛
行
的
低
下
に
つ
い
て
は
、
①
こ
れ
ら
の
地
域
が
「
過
疎
」
化
農
村
地
域
を
な
し
て
お
り
、
医
療
・
保
健
の
面
で
大
き
く
立
ち
お
く
れ
て
い

た
こ
と
、
②
丘
陵
性
耕
作
地
に
多
く
を
依
存
す
る
葉
た
ば
こ
、
養
蚕
等
々
の
複
合
経
営
が
農
繁
期
の
連
続
化
と
人
力
依
存
、
多
忙
、
過
労
と
健

康
無
視
を
生
ん
で
き
た
こ
と
、
③
婦
人
労
働
へ
の
依
存
が
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
事
故
を
必
然
的
に
多
発
さ
せ
て
き
た
こ
と
、
④
に
も
か
か
わ
ら

ず
近
年
の
乳
児
死
亡
率
の
低
下
が
急
速
か
っ
跛
行
的
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
そ
の
原
因
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
三
春
町
に
お
け
る
地
区
別
の
死
亡
数
・
死
亡
率
は
第
7
表
お
よ
び
第
4
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
要

田
、
中
妻
、
中
郷
な
ど
の
農
業
地
域
で
死
亡
率
が
高
く
、
三
春
、
岩
江
な
ど
の
市
街
地
な
い
し
は
住
宅
地
化
地
域
で
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

れ
は
表
注
に
示
し
た
数
値
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
う
し
た
こ
と
の
一
般
的
原
因
に
つ
い
て
も
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
街
地
・
住
宅
地
化
地
域
に
お
け
る
少
産
少
死
（
低
出
生
率
・
低
死
亡
率
）
、
お
よ
び
純
農
村
部
に
お
け

る
多
産
多
死
（
高
出
生
率
・
高
死
亡
率
）
と
い
う
一
般
的
傾
向
が
一
応
確
認
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
さ
ら
に
、
以
上
の
よ
う
な
出
生
・
死
亡
動
向
を
総
括
す
る
も
の
と
し
て
、
自
然
増
加
の
動
向
を
み
よ
う
。
第
8
表
お
よ
び
第
5
図
は

自
然
増
加
の
全
体
比
較
を
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
出
生
率
の
序
列
と
死
亡
率
の
序
列
が
と
り
わ
け
四
〇
年
代
に
は
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
全
体
と
し
て
は
国
V
県
〉
郡
・
町
と
い
う
序
列
が
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
区
別
の
自
然
増
加
を
み
る
と
第
9
表
お
よ
び
第
6
図
の

と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
同
じ
く
市
街
地
な
い
し
は
住
宅
地
化
地
域
と
し
て
類
別
さ
れ
る
三
春
と
岩
江
が
正
反
対
の
傾
向
（
前
者
は
上
昇

傾
向
、
後
者
は
低
下
傾
向
）
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
概
し
て
純
農
村
部
が
低
位
停
滞
的
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
う
か
が
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

三
春
と
岩
江
の
ち
が
い
に
つ
い
て
も
、
直
接
に
は
両
者
の
出
生
・
死
亡
動
向
の
差
異
（
前
出
第
4
図
参
照
）
に
よ
っ
て
お
り
、
つ
ま
り
は
、
と

り
わ
け
岩
江
地
区
が
純
農
村
地
区
か
ら
住
宅
地
区
（
共
稼
ぎ
通
勤
者
世
帯
の
増
加
が
進
行
し
て
い
る
）
へ
の
移
行
途
上
に
あ
る
こ
と
が
、
こ
の

結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
住
民
の
健
康
問
題
と
人
口
動
態
と
の
関
連
で
は
、
さ
ら
に
乳
児
死
亡
の
動
向
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
1
0
表
お
よ
び
第
7
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図
は
乳
児
死
亡
に
関
す
る
全
体
比
較
で
あ
る
が
、
阿
武
隈
山
地
の
丘
陵
性
耕
作
地
に
お
け
る
婦
人
労
働
の
あ
り
方
と
か
か
わ
っ
て
重
大
で
あ
っ

た
非
常
に
高
い
乳
児
死
亡
率
が
近
年
急
速
に
低
下
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
地
区
別
に
み
た
の
が
第
1
1
表
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
地
区
別
総
死
亡
者
中
に
し
め
る
乳
児
死
亡
数
の
割
合
が
と
く
に
高
い
の
は
中
妻
と
中
郷
で
あ
り
、
乳
児
死
亡
率
で
高
い
の
は
や
は
り

中
妻
、
中
郷
、
要
田
、
沢
石
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
春
が
両
指
標
と
も
平
均
以
下
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
と
考
え
合
せ
れ
ば
、
乳
児
死
亡

に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
純
農
村
部
に
お
い
て
重
大
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
、
新
生
児
死
亡
に
つ
い
て
の
第
1
2
表
を
み
る
と
、
こ
の
間
の
新
生
児
死
亡
率
は
お
お
む
ね
町
V
郡
V
県
V
国
と
い
う
序
列
の
ま
ま
で

推
移
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
れ
に
関
す
る
地
区
別
の
資
料
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
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第8表　自然増加についての全体比較
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（資料）

　（注）

一
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
！

第4表に同じ。

①「自然増加数」は出生数一死亡数である。

　「自然増加率」は年央人口1，0CO人あたりの自然増加数である。　　　　　　二

②「5カ年平均」の場合の「自然増加率」は平均年央人口1，000人あたりの平一

　均自然増加数である。



第5図　自然増加率の全体比較
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第10表　乳児死亡にづいての全体比較
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・
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健
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（資料）第4表に同じ。

　（注）①r乳児死亡」とは生後1年未満の死亡をさす。

　　　②「乳児死亡率」は出生数1，000人あたりの乳児死亡数である。　　　　　　　エ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、　　　③「5カ年平均」の場合の「乳児死亡率」は5カ年の平均出生数（第4表下段

　　　　を参照）1，000人あたりの平均乳児死亡数である。
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第11表地区別乳児死亡数・乳児死亡率
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　　（資料）三春町民生課資料より作成。

　　　（注）①「構成比」は地区別総死亡数にたいする構成比（％）である。

＿　　　　　　　「乳児死亡率」は出生数1，000人あたりの乳児死亡数である。

九　　　　　②r5カ年平均」の場合のr構成比」は地区別の平均総死亡者数にたいする

　　　　　　　構成比（％）である。

　　　　　　③「5カ年平均」の場合の「乳児死亡率」は地区別の平均出生数1，000人あ

　　　　　　　たりの平均乳児死亡数である。



第12表　新生児死亡についての全体比較
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（資料）第4表に同じ。

　（注）①「新生児死亡」とは生後28日未満の死亡をいう。

　　　　「新生児死亡率」は出生数1，000人あたりの新生児死亡数である。

　　　②「5カ年平均」の場合の「新生児死亡率」は，平均出生数1，000人あたり

　　　　の平均新生児死亡数である。
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第13表　死産についての全体比較
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　　（資料）第4表に同じ。

　　　（注）①「死産率」は出産数（出生数＋死産数）1，000件あたりの死産数である。

＿　　　　　②「5カ年平均」の場合の「死産率」は平均出産数1，000件あたりの平均死

　　　　　　　産数である。
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二
　
死
亡
原
因
に
み
る
地
域
的
特
徴

そ
こ
で
次
に
、
死
亡
原
因
と
地
区
の
性
格
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

第
8
図
お
よ
び
第
1
5
表
は
三
春
町
に
お
け
る
昭
和
三
六
年
以
来
の
病
類
別
死
亡
原
因
と
そ
の
構
成
比
で
あ
る
。
こ
れ
を
五
年
ご
と
の
三
期
に

第8図　死亡原因の割合（三春町）
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三
春
町
に
お
け
る
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療
・
保
健
問
題
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の他」の中にふくまれているかもしれない。

ス，キンメルウェルソン症候群，白血病，糖尿病性昏腫，急性腹膜炎，急性肝炎
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ヒ，老人性精神病，不可逆性ショック，呼吸不全，脳蓋内出血，再生不良性貧血

（2），未熟児

四
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　（注）①表中の空欄はその年に関して分類項目がないことを示す。したがって「そ．

　　　②昭和49年「その他」内訳一肺結核，小児マヒ，尿毒症，関節ロイマチ

　　　　　　50年　　　〃　　　一外傷性老人性衰弱，尿毒症（2），出血多量（2〕，
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　　　　　　52年　　　〃　　　一湿性肋膜炎，肺水腫による循環不全，肝硬変



　
　
　
－
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

分
け
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
中
枢
神
経
系
血
管
損
傷
死
は
そ
の
絶
対
数
を
減
ら
し
な
が
ら
も
（
三
六
～
四
〇

年
平
均
に
た
い
し
て
四
六
～
五
〇
年
平
均
で
八
・
五
八
％
減
、
ち
な
み
に
全
死
亡
者
数
で
は
同
じ
く
一
五
・
四
四
％
減
）
、
全
死
亡
者
の
三
分

の
一
を
し
め
て
お
り
、
つ
ね
に
第
一
位
の
死
亡
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
肺
炎
お
よ
び
気
管
支
炎
に
よ
る
死
亡
は
こ
の
一
五
年
間
に
お

よ
そ
半
減
し
、
そ
の
た
め
三
〇
年
代
後
半
の
二
位
か
ら
四
〇
年
代
前
半
の
三
位
へ
、
さ
ら
に
四
〇
年
代
後
半
の
四
位
へ
と
、
逐
次
そ
の
地
位
を

下
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
老
人
お
よ
び
乳
幼
児
に
か
た
よ
っ
た
死
亡
原
因
で
あ
り
、
生
活
改
善
指
導
と
乳
児
死
亡
の
減
少
と
が
こ
の
結

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
第
三
に
、
心
臓
疾
患
死
は
四
〇
年
代
前
半
に
絶
対
数
で
微
減
し
た
と
は
い
え
、
四
〇
年
代
後
半
に
は
大
幅
に
増
加

し
、
こ
の
た
め
死
亡
順
位
に
お
い
て
も
、
三
〇
年
代
後
半
の
三
位
か
ら
、
四
〇
年
代
前
半
に
は
二
位
に
あ
が
り
、
四
〇
年
代
後
半
に
は
さ
ら
に

そ
の
比
重
を
高
め
て
い
る
。
第
四
に
、
悪
性
新
生
物
（
癌
）
死
は
、
三
〇
年
代
後
半
の
四
位
か
ら
、
四
〇
年
代
前
半
に
は
絶
対
数
が
減
っ
て
五

位
と
な
っ
た
が
、
四
〇
年
代
後
半
に
は
再
び
増
加
し
て
三
位
と
な
っ
て
い
る
。
第
五
に
、
老
衰
死
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
自
動
車
や
動

力
式
農
機
具
の
普
及
の
結
果
と
思
わ
れ
る
事
故
死
の
増
加
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
位
中
枢
神
経
系
血
管
損
傷
、
二
位
心
臓
疾
患
、
三
位
悪
性
新
生
物
と
い
う
最
近
の
主
要
三
大
死
亡
原
因
だ
け
で
、
四

〇
年
代
後
半
の
全
死
亡
者
数
の
三
分
の
二
近
く
を
し
め
て
い
る
。
そ
こ
で
今
度
は
、
こ
れ
ら
の
三
大
死
亡
原
因
の
各
々
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体

的
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
中
枢
神
経
系
血
管
損
傷
死
で
あ
る
が
、
第
1
6
表
に
よ
っ
て
こ
れ
を
全
体
的
に
比
較
し
て
み
る
と
、
死
亡
者
中
の
構
成
比
に
お
い
て
も

死
亡
率
に
お
い
て
も
、
町
V
郡
V
県
V
国
と
い
う
序
列
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
第
1
7
表
に
よ
っ
て
こ
れ
を
地
区
別
に
比
較
す
る

と
、
表
注
に
も
集
計
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
　
両
指
標
と
も
要
田
、
中
郷
、
沢
石
に
お
い
て
高
く
、
三
春
、
岩
江
に
お
い
て
低
く
な
っ
て
い
る
。

か
く
し
て
、
こ
の
死
亡
原
因
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
農
村
部
に
お
い
て
高
い
比
重
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
、
全
体
比
較
か
ら
も
町
内
地
区
別

比
較
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
農
業
地
域
に
お
け
る
極
長
労
働
時
間
と
過
労
、
睡
眠
不
足
、
多
忙
に
ま
ぎ
れ
た
貧
し
い
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1
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

食
生
活
、
と
り
わ
け
塩
分
の
多
い
簡
便
食
に
主
要
な
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（
注
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
つ
ね
だ
　
　
よ
ぎ
あ
し

　
　
　
（
注
）
農
家
の
生
活
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、
三
春
農
協
婦
人
部
『
農
村
健
康
調
査
結
果
報
告
書
一
狐
田
・
過
足
地
区
一
（
昭
和
四
七
年
度
、
四
八

　
年
度
）
』
が
あ
る
。
ま
た
、
栄
養
調
査
に
つ
い
て
は
、
三
春
保
健
所
栄
養
士
鈴
木
雅
子
氏
に
よ
る
「
御
木
沢
地
区
栄
養
調
査
」
「
児
童
の
栄
養
状
態
に
関
す
る

　
研
究
」
（
昭
和
五
〇
年
）
な
ど
が
本
格
的
・
専
門
的
な
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
福
島
県
農
政
部
農
業
改
良
課
『
福
島
県
農
山
漁
村
の
生
活
』
（
昭

　
和
五
〇
年
）
や
三
春
保
健
所
『
田
村
地
方
の
栄
養
・
活
動
・
休
養
の
現
況
』
（
昭
和
五
〇
年
）
な
ど
も
あ
り
、
研
究
成
果
の
有
効
な
活
用
が
望
ま
れ
る
。

　
次
に
、
心
臓
疾
患
死
で
あ
る
が
、
福
島
県
厚
生
部
の
資
料
で
は
三
春
町
に
関
し
て
も
悪
性
新
生
物
死
よ
り
も
明
ら
か
に
低
い
数
値
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
点
で
は
三
春
町
民
生
課
資
料
と
と
り
わ
け
大
き
な
相
違
を
み
せ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
第
1
8
表
に
よ
っ
て
全
体
比
較
を
み
る

と
、
死
亡
者
中
の
構
成
比
や
死
亡
率
が
全
体
的
に
上
昇
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
三
春
町
は
構
成
比
で
は
低
い
が
死
亡
率
で
は
高
い
こ
と
な
ど
が
う

か
が
え
る
。
ま
た
、
第
1
9
表
に
よ
っ
て
地
区
別
心
臓
疾
患
死
亡
の
動
向
を
み
る
と
、
三
春
や
岩
江
が
総
死
亡
者
中
の
構
成
比
に
お
い
て
も
っ
と

も
高
い
だ
け
で
な
く
、
対
人
口
比
つ
ま
り
地
区
別
心
臓
疾
患
死
亡
率
に
お
い
て
も
近
年
急
速
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
た
い

し
て
、
要
田
や
沢
石
も
全
般
的
に
高
率
を
示
し
て
い
る
と
は
い
え
、
近
年
そ
の
比
率
を
低
下
さ
せ
つ
つ
あ
る
点
で
前
者
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

同
時
に
、
こ
の
死
亡
原
因
で
は
、
全
体
と
し
て
御
木
沢
の
低
さ
も
目
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
心
臓
疾
思
死
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
都
市

型
の
死
亡
原
因
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
悪
性
新
生
物
（
癌
）
に
よ
る
死
亡
で
あ
る
が
、
第
2
0
表
に
み
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
た
全
般
的
に
着
実
な
増
加
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
こ
こ
で
も
三
春
町
は
総
死
亡
者
中
の
構
成
比
以
上
に
死
亡
率
で
の
高
比
率
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
春
町
は
中
枢
神
経
系
血
管
損
傷

死
が
高
率
を
し
め
る
た
め
に
、
心
臓
疾
患
死
や
悪
性
新
生
物
死
の
構
成
比
は
相
対
的
に
小
さ
く
な
る
が
、
死
亡
率
一
般
が
高
い
た
め
に
後
二
者

に
つ
い
て
も
高
い
死
亡
率
を
示
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
さ
ら
に
、
地
区
別
の
悪
性
新
生
物
死
亡
の
動
向
を
み
た
の
が
第
2
1
表
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
死
亡
率
一
般
で
両
極
端
を
代
表
す
る
三
春
（
低
）
と
要
田
（
高
）
が
互
い
に
逆
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
目
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に
つ
く
。
す
な
わ
ち
、
三
春
は
死
亡
者
中
の
構
成
比
に
お
い
て
高
く
（
中
枢
神
経
系
血
管
損
傷
が
低
い
た
め
）
て
対
人
口
比
死
亡
率
で
低
い
の

に
た
い
し
て
、
要
田
は
死
亡
者
中
の
構
成
比
で
低
く
（
中
枢
神
経
系
血
管
損
傷
が
高
い
た
め
）
て
対
人
口
比
死
亡
率
で
高
く
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
ど
の
死
康
因
に
つ
い
て
は
い
ず
証
し
ろ
沢
石
、
蓄
、
中
郷
な
ど
の
嚢
地
縫
お
い
て
高
死
亡
率
が
示
さ
れ
て
い
る
．
こ
れ

は
、
す
で
に
指
摘
し
た
農
家
の
食
生
活
と
の
か
か
わ
り
が
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
第
2
2
表
に
よ
っ
て
癌
の
種
類
別
死
亡
者
数
を
み
る
と
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
胃
癌
が
圧
倒
的
に
多
く
、
癌
死
亡
者
の
じ

つ
に
四
〇
％
に
及
ん
で
い
る
。
つ
づ
い
て
肝
臓
癌
が
約
一
〇
％
を
し
め
、
さ
ら
に
肺
癌
、
直
腸
癌
、
癌
性
腹
膜
炎
、
食
道
癌
な
ど
も
ほ
ぼ
毎
年

記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
胃
癌
死
亡
だ
け
を
今
一
度
整
理
し
た
の
が
第
2
3
表
お
よ
び
第
2
4
表
で
あ
る
。
地
区
別
に
み
た
絶
対
数
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
の

で
、
あ
ま
り
厳
密
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
癌
死
亡
者
中
に
し
め
る
割
合
で
は
、
中
妻
、
中
郷
、
御
木
沢
が
高
く
、
総
死
亡
者
中
に
し
め
る
構

成
比
で
は
中
郷
・
御
木
沢
が
高
く
・
胃
癌
死
亡
率
で
も
中
郷
、
御
木
沢
が
高
く
な
っ
て
い
る
．
ま
た
、
こ
の
三
指
標
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
三

春
の
低
さ
が
目
立
っ
て
い
る
・
つ
吉
、
胃
癌
死
亡
に
つ
い
て
は
、
癌
死
亡
般
以
上
緑
農
村
部
へ
の
片
寄
り
が
み
裏
る
．
い
ず
れ
に
し

て
も
・
胃
癌
死
亡
を
ふ
く
め
た
消
化
器
系
の
癌
死
亡
が
過
半
を
し
め
て
い
る
こ
と
薯
え
る
と
、
癌
死
亡
の
こ
う
し
た
動
向
は
、
丘
陵
地
塁

を
中
心
と
し
た
住
昆
の
労
働
・
生
活
様
式
と
深
い
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
・
前
節
の
終
り
で
検
討
し
た
乳
児
死
亡
に
つ
い
て
、
今
度
は
そ
の
死
亡
原
因
を
馨
し
よ
う
．
第
嚢
を
み
る
と
、
全
体
と
し
て
虚

弱
・
未
熟
・
早
産
な
ど
・
な
か
ば
先
天
的
な
原
因
債
接
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
乳
児
死
亡
が
き
わ
め
て
多
い
．
ま
た
、
個
別
の
死
亡
原
因
で

は
肺
炎
が
圧
倒
的
に
多
く
蓑
注
に
み
る
よ
う
に
、
三
・
年
代
後
半
に
は
乳
児
死
亡
総
数
の
四
面
山
ハ
％
、
四
・
年
代
前
半
に
は
三
七
．
二

％
・
四
。
年
代
後
半
に
は
一
三
●
二
饗
し
め
て
い
る
．
同
時
に
、
近
年
の
乳
児
死
亡
の
急
速
な
減
少
の
な
か
で
、
肺
炎
死
の
減
少
割
合
は
乳

児
死
亡
全
体
の
減
少
割
合
吉
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
．
し
た
が
っ
て
、
あ
間
の
高
い
乳
児
死
亡
の
直
接
最
大
の
原
因
が
肺
炎
死
で
あ
っ
た
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子

宮

癌

2

1

1

1

1

1

2

2

癌
腫
性
腹
水

1

癌
性
肋
膜
炎

1

癌
性
腹
膜
炎

1

1

1

1

5

3
冒
31

4

2

2

11

10

骨
髄
肉
腫

1

1

2

悪

液

質

2

1

1

2

1

1

1

外
陰
部
ヒ
フ
癌

そ の 他

骨肉腫肺移転1

　胆道癌1

　大腿部骨肉腫1

　頸部癌1

　鎖骨リンパ腫1

　腰椎癌移転1，癌性悪液質肺炎11

”肺■腫瘍証；”耳下腺癌1，前立腺癌1，食

　道静脈癌1
　甲状腺癌1，睾丸癌1，腸癌および癌性
　腹膜炎1
　上践癌1，乳癌移転1，細網肉腫1，悪
　性リンパ腫1

　前立腺癌1，腹腔内軟部肉腫1

　（注）参照

　（注）参照

　（注）参照

1

計

31

9

23

18

15

13

18

13

19

14

23

24

22

23

24

29

24

96

77

！16

廻盲部癌1，腸管膜奇型腫1，急性白血病1

ウィルム腫瘍1，肝腫1

－
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
一

四
八
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三
春
町
に
お
け
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医
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四
九

第22表　癌の種類別死亡者数

年次

昭和36年

37

38

39

40

41

42

43

弱

45

46

47

48

49

50

51

52

5カ年集計

36～40

41陶45

46～50

食

道

癌

3

1

1

2

！

1

1

2

1

1

1

2

3

4

胃

癌

15

3

9

7

3

6

8

8

6

6

11

7

9

9

11

8

31

42

結

腸

癌

1

1

1

2

直

腸

癌

2

3

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

5

5

肺

癌

3

1

1

1

1

1

1

1

2

3

2

3

4

6

肝

臓

癌

1

2

3

6

1

2

3

2

3

2

2

9

r1

幽
門
部
癌

1

噴
門
部
癌

1

1

1

1

膵

臓

癌

1

1

1

胆

嚢

癌

2

　1

　1
＋胆道

1

2

腎

臓

癌

1

1

膀

胱

癌

1

1

1

1

（資料）三春町民生課資料より作成。ただし昭和38年については内訳不詳。

　（注）昭和50年「その他」内訳＝胆管癌1，肛門リンパ節癌1・悪性リンパ腫1・

　　　　　51年　　　〃　　　＝胆道癌1，肝細胞癌1，前立腺癌1，廻盲部癌1，

　　　　　52年　　　〃　　　＝白血病3，前立腺癌1・胆道腫瘍1・大腿肉腫1



第23表　地区別胃癌死亡者数
一「

昭和36年
　　37
　　38
　　39
　　舶

　　41
　　42
　　43
　　斜
　　45

　　46
　　47
　　48
　　49
　　50

　　51
　　52

5カ年集計
35～40
41～45
46～50

春

1
4
3
一
1
3
3
1
一
2
3
5
2
一
1

8
n
∠

沢
石

2

1

2
4

要
田

2
2
1
■
4
3
【
フ

御
木
沢

1

1
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第25表　原因別乳児死亡数（三春町）
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第26表　肺炎による乳児死亡数
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五
二

と
と
も
に
、
こ
の
肺
炎
死
の
急
速
な
減
少
が

乳
児
死
亡
の
減
少
の
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
肺
炎
に
よ

る
乳
児
死
亡
を
地
区
別
に
み
た
の
が
第
2
6
表

で
あ
る
が
、
要
田
、
御
木
沢
、
中
郷
、
中
妻

で
多
く
、
岩
江
、
三
春
で
少
な
い
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
純
農
村
部
に
お

い
て
肺
炎
を
ふ
く
む
乳
児
死
亡
率
が
高
く
、

逆
に
市
街
地
な
い
し
住
宅
地
化
地
域
で
は
低

か
っ
た
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
よ
う
。

三
　
疾
病
動
向
に
つ
い
て
の
若
干
の
検
討

　
死
亡
動
向
に
つ
づ
い
て
、
疾
病
動
向
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
当
然
の
順
序
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
を
統
計
的
に
分
析
、
把
握
す
る
こ
と

は
多
分
に
困
難
を
と
も
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぞ
な
ら
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
全
住
民
を
対
象
と
し
た
疾
病
動
向
の
記
録
が
短
期
的
に
も
長
期

的
に
も
存
在
し
な
い
と
い
う
初
歩
的
な
事
実
に
つ
き
あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
さ
し
あ
た
り
利
用
可
能
な
の
は
、
自
治
体
が
管
理
す

る
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
国
保
資
料
そ
の
も
の
に
も
大
き
な
制
約
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
こ
の
国
保
が

被
保
険
者
と
し
て
把
握
す
石
佳
民
の
限
定
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
福
島
県
民
の
五
〇
％
弱
、
田
村
郡
佳
民
の
三
分
の
二
、
そ
し
て
三
春
町
民
の

五
五
％
程
度
が
国
保
被
加
入
者
（
被
保
険
者
）
と
し
て
把
握
さ
れ
、
か
つ
疾
病
統
計
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
残
レ
の
部
分
に
つ
い



て
は
こ
れ
を
承
知
す
る
手
段
を
欠
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
検
討
が
可
能
と
な
る
の
は
、
農
家
や
郡
市
の
自
営
業
者
と
そ
の
家
族
で

あ
り
、
こ
れ
ら
は
他
の
医
療
保
険
の
対
象
者
と
は
ち
が
っ
た
疾
病
構
造
を
示
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
た
ん
に
対
象
者
の
職
業
の

限
定
性
だ
け
で
は
な
く
、
国
保
被
加
入
者
の
年
齢
構
成
は
、
他
の
医
療
保
険
に
比
べ
て
高
齢
者
と
年
少
者
の
比
重
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
お

り
、
こ
の
点
で
も
他
と
は
ち
が
っ
た
疾
病
構
造
を
示
す
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
保
統
計
の
分
析
に
よ
っ
て
全
住
民

の
状
態
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
は
、
か
な
り
の
無
理
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
国
保
の
疾
病
統
計
に
示
さ
れ
る
罹
病
率
は
、
国
保
適
用
の
医
療
機
関
が
診
療
し
た
国
保
被
加
入
者
（
被
保
険
者
）
に
関
す
る
件
数

割
合
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
場
合
、
あ
る
被
保
険
者
が
新
来
患
者
と
し
て
受
診
す
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
一
件
を
構
成
し
、
別
の
診
療
科
目
に
回
さ

れ
れ
ば
件
数
が
ふ
え
、
さ
ら
に
入
院
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
件
数
が
ふ
え
、
月
を
こ
え
る
と
件
数
が
ふ
え
る
。
転
院
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
一
人
の
患
者
が
あ
る
種
の
病
気
一
つ
に
よ
っ
て
、
統
計
上
は
数
件
を
構
成
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
こ
こ
に
数
字
の
魔
術
が
生
ず
る
こ

と
に
も
な
る
。

　
第
三
に
、
国
保
の
疾
病
統
計
の
分
類
基
準
が
幾
度
か
変
更
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
長
期
に
わ
た
る
比
較
検
討
が
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
う
え
第
四
に
、
福
島
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
よ
る
国
保
疾
病
統
計
の
刊
行
は
、
昭
和
三
八
一
四
五
年
に
関
す
る
『
国
保
の
疾

病
』
（
各
年
版
）
か
ら
、
四
八
年
五
月
分
と
四
九
年
五
月
分
に
限
っ
た
『
福
島
県
国
民
健
康
保
険
疾
病
分
類
統
計
表
（
社
会
保
険
表
章
用
八
八

項
目
疾
病
分
類
表
）
』
（
各
一
冊
）
へ
と
縮
小
さ
れ
、
そ
の
後
は
こ
の
種
の
刊
行
自
体
が
停
止
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
五
月
分
へ
の
限
定
は
、

そ
れ
が
年
間
を
通
じ
た
平
均
を
示
し
て
い
る
と
い
う
経
験
法
則
か
ら
説
明
さ
れ
、
ま
た
、
統
計
の
刊
行
停
止
に
つ
い
て
は
、
毎
年
の
傾
向
数
値

、
に
ほ
と
ん
ど
変
化
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
経
験
法
則
と
、
日
常
の
尨
大
な
国
保
事
務
に
プ
ラ
ス
し
た
刊
行
作
業
と
刊
行
経
費
の
大
変
さ
が
主
張

さ
れ
て
い
る
。
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一
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

　
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
資
料
的
制
約
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
に
か
わ
る
べ
き
手
段
が
な
い
以
上
は
、
国
保
統
計
に
依
拠
し
つ
つ
、
三
春
町
住

民
の
疾
病
動
向
に
つ
い
て
何
が
し
か
の
把
握
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
第
2
7
表
は
、
国
保
が
把
握
す
る
昭
和
四
九
年
五
月
診
療
分
に
関
す
る
疾
病
群
（
大
分
類
）
別
の
罹
病
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
を
前
年
同
月
診
療

分
と
も
対
比
し
な
が
ら
検
討
す
る
と
、
さ
し
あ
た
り
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
罹
病
率
（
受
診
率
）
に
つ
い
て
は
福
島
県
V
三
春

町
V
田
村
郡
と
い
う
序
列
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
序
列
は
医
療
機
関
利
用
上
の
難
易
度
と
の
関
連
を
予
想
さ
せ
る
（
第
四
節
を
参

照
）
が
、
さ
し
あ
た
り
三
春
町
の
罹
痛
率
順
位
は
九
〇
市
町
村
中
四
二
位
（
四
八
年
五
月
）
と
六
五
倍
（
四
九
年
五
月
）
と
な
っ
て
い
る
。
第

二
に
、
疾
病
群
別
の
比
較
で
は
、
循
環
器
系
疾
患
、
呼
吸
器
系
疾
患
、
そ
し
て
消
化
器
系
疾
患
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
三
大
疾
病
群
を
な
し

て
お
り
、
こ
の
三
者
の
合
計
が
つ
ね
に
全
体
の
六
〇
％
台
を
し
め
て
い
る
。

　
そ
こ
で
今
度
は
、
こ
れ
ら
の
三
大
疾
病
群
の
各
々
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
第
朗
表
に
み
る
よ
う
に
、
循
環
器
系
疾
患
（
大
分
類
）
は
、
さ
ら
に
七
種
の
疾
病
に
小
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
高
血
圧
性

疾
患
は
こ
の
疾
病
群
中
の
七
〇
％
程
度
を
し
め
る
と
と
も
に
、
八
八
項
目
疾
病
分
類
（
小
分
類
）
中
で
も
も
っ
と
も
高
い
罹
病
率
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
前
節
で
み
た
中
枢
神
経
系
血
管
損
傷
死
と
関
連
す
る
脳
血
管
疾
患
も
上
位
を
し
め
て
い
る
。
次
に
、
第
2
9
表
に
よ
っ
て
呼
吸
器
系
疾

患
を
み
る
と
、
こ
こ
で
は
急
性
呼
吸
器
系
感
染
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
の
疾
病
群
中
の
三
分
の
二
か
ら
四
分
の
三
を
し
め
、
八
八
項
目
疾
病
分
類

中
で
も
第
二
位
の
件
数
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
消
化
器
系
疾
患
で
は
、
第
3
0
表
の
よ
う
に
、
「
歯
お
よ
び
歯
の
支
持
組
織
の
疾
患
」
が
こ

の
疾
病
群
中
の
過
半
を
し
め
る
と
と
も
に
、
八
八
項
目
疾
病
分
類
中
の
第
三
位
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
そ
の
他
の
胃
お
よ
び
十
二
指
腸

の
疾
患
」
が
、
こ
の
疾
病
群
中
の
お
よ
そ
四
分
の
一
、
か
つ
八
八
項
目
中
の
第
四
位
を
し
め
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
三
大
疾
病
群
の
比
率
が
高
い
の
は
、
じ
つ
は
各
々
の
う
ち
に
高
罹
病
率
の
疾
病
を
ふ
く
ん
で
い
る
た
め
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
こ
で
次
に
、
八
八
項
目
疾
病
分
類
に
よ
っ
て
高
罹
病
率
の
疾
病
を
ひ
ろ
う
と
第
3
1
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
福
島
県
全



体
に
つ
い
て
、
一
万
件
以
上
の
疾
病
を
罹
病
率
順
に
配
列
し
、
同
時
に
そ
れ
が
田
村
郡
、
三
春
町
で
し
め
る
順
位
と
比
重
を
示
し
て
い
る
。
一

見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
位
か
ら
第
四
位
ま
で
は
県
、
郡
、
町
と
も
に
同
一
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
第
二
位
ま
で
に
ふ
く
ま
れ
る
疾
病

等
も
同
一
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
し
て
、
農
家
や
自
営
業
者
を
対
象
と
す
る
国
保
が
把
握
す
る
疾
病
の
う
ち
、
も
っ
と
も
罹
病
率
の
高
い
の
が
高
血
圧
性
疾
患
で
あ
り
、
こ

れ
を
年
齢
階
層
別
に
集
計
し
た
の
が
第
3
2
表
で
あ
る
。
三
春
町
に
つ
い
て
目
立
つ
の
は
、
全
体
と
し
て
五
〇
才
以
上
層
全
体
の
罹
病
率
が
高
い

な
か
で
、
と
り
わ
け
七
〇
才
以
上
層
の
罹
病
率
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
成
人
病
対
策
と
し
て
町
役
場
が
行
な
っ
て
き
た
血
圧
検

査
の
結
果
を
示
し
た
の
が
第
3
3
表
で
あ
る
。
多
分
に
要
注
意
年
齢
層
を
対
象
と
し
た
検
査
で
あ
る
と
は
い
え
、
相
当
の
「
有
症
率
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
医
者
の
診
療
を
受
け
て
国
保
統
計
の
罹
病
率
を
構
成
す
る
の
は
、
そ
の
数
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
そ
れ
自
体
は
疾
病
で
は
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
農
夫
症
に
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
福
島
県
厚
生
農
協
連
・
農
村
医
学

研
究
所
の
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
「
農
夫
症
は
主
に
疲
労
の
蓄
積
、
各
種
環
境
か
ら
く
る
精
神
不
安
、
栄
養
欠
陥
、
冷
え
な
ど
か
ら
な
る

と
い
わ
れ
、
病
気
の
前
ぶ
れ
で
放
置
し
ま
す
と
心
臓
病
、
高
血
圧
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
病
気
に
な
り
ま
す
」
と
あ
り
、
具
体
的
に
は
、

①
肩
こ
り
、
②
腰
痛
、
③
手
足
の
し
び
れ
、
④
夜
間
多
尿
、
⑤
め
ま
い
、
⑥
息
ぎ
れ
、
⑦
不
眠
、
⑧
腹
は
り
の
八
症
状
中
の
各
々
に
つ
い
て
、

「
い
つ
も
あ
る
」
を
二
点
、
「
と
き
ど
き
あ
る
」
を
一
点
と
し
、
合
計
点
数
○
～
二
点
を
正
常
、
三
～
六
点
を
要
注
意
、
七
点
以
上
を
要
措
置

と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
豊
村
医
学
研
究
所
が
町
内
各
農
協
と
協
力
し
て
行
な
っ
た
九
回
の
巡
回
診
療
結
果
か
ら
、
農
夫
症
得
点
調
査
を
集
計

し
て
み
た
。
ま
ず
、
第
3
4
表
に
よ
っ
て
実
施
単
位
ご
と
の
記
録
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の
場
合
も
婦
人
に
高
得
点
者
（
三
点
以
上
が
有
症
者
）
が

多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
年
齢
階
層
別
に
再
集
計
し
た
の
が
第
3
5
表
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
婦
人
の
有
症
率
が
高
い
こ
と
、
さ

ら
に
は
五
〇
才
代
、
六
〇
才
代
の
有
症
率
が
高
い
こ
と
（
七
〇
才
以
上
層
も
有
症
率
は
高
い
が
受
診
者
の
絶
対
数
が
少
な
い
）
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
県
内
の
ど
の
方
部
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
共
通
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
農
夫
症
は
何
よ
り
も
ま
ず
農
婦
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と
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も
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多
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は
、
農
村
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や
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の
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管
理
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る
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場
に
規
定
さ
れ
た
独
自
の
問
題
（
い
わ
ゆ
る
職
業
病
な
ど
）
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
全
面
的
な
把
握
と
一
元
的
な
対
策
を
、
居
住

地
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
可
能
に
す
る
よ
う
な
制
度
的
対
応
が
必
要
に
思
え
て
な
ら
な
い
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と
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こ
れ
ま
で
の
人
口
動
態
、
死
亡
動
向
、
疾
病
動
向
に
関
す
る
さ
さ
や
か
な
考
察
を
通
じ
て
、
三
春
町
に
お
け
る
住
民
自
身
の
側
の
健
康
問
題

が
少
し
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
こ
う
し
た
実
態
に
た
い
す
る
関
係
機
関
の
側
の
問
題
を
さ
ぐ
る
こ
と
に
し

よ
う
。
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四

　
周
知
の
よ
う
に
、
三
春
町
は
か
つ
て
の
田
村
郡
都
で
あ
り
、
ま
た
今
日
で
も
、
田
村
地
方
の
行
政
機
関
所
在
地
と
し
て
、
保
健
所
、
農
業
改

良
普
及
所
、
県
立
病
院
と
い
っ
た
諸
機
関
、
諸
施
設
を
手
近
か
に
利
用
し
う
る
地
元
の
利
を
得
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
郡
山
市
の
急
速
な

発
展
の
結
果
と
し
て
、
田
村
郡
の
北
西
部
お
よ
び
南
西
部
が
こ
れ
に
吸
収
さ
れ
て
、
三
春
町
自
身
が
残
存
田
村
郡
の
北
西
端
に
偏
し
て
位
置
す

る
よ
う
に
な
り
、
し
か
も
近
年
の
岩
江
地
区
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
郡
山
市
勢
の
諸
影
響
が
ま
す
ま
す
広
く
町
内
に
及
び
つ
つ
あ
る

な
か
で
、
医
療
・
保
健
問
題
で
の
対
郡
山
依
存
の
実
態
が
着
実
に
進
行
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
二
面
的
な
状
況
は

三
春
町
を
し
て
田
村
郡
内
の
他
の
町
村
と
区
別
せ
し
め
る
特
徴
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
第
3
6
表
は
三
春
町
、
田
村
郡
内
各
町
村
お
よ
び
郡
山
市
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
従
事
者
数
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
田
村
郡
内
で
は
一
般
に
三
春
町
と
小
野
町
で
高
い
数
値
が
よ
み
と
れ
る
。
こ
れ
は
三
春
町
に
お
け
る
県
立
三
春
病
院
の
存
在
と
、
郡
山
市

や
い
わ
き
市
（
平
）
か
ら
か
な
り
の
距
離
に
あ
る
小
野
町
．
で
の
公
立
小
野
町
地
方
総
合
病
院
の
存
在
に
、
主
と
し
て
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
こ
と
は
第
3
7
表
に
み
る
医
療
施
設
病
床
数
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
施
設
数
に
つ
い
て
は
第
3
8
表
の
と
お
り
で
あ
り
、
い

ず
れ
に
し
て
も
数
字
の
う
え
で
は
、
三
春
町
は
相
対
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
と
は
い
え
、
三
春
町
に
お
け
る
医
療
施
設
が
町
民
の
医
療
需
要
に
応
え
き
れ
な
い
で
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
3
9
表

は
三
春
町
に
お
け
る
医
療
機
関
と
診
療
科
目
で
あ
り
、
内
科
、
外
科
、
小
児
科
、
産
婦
人
科
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
応
の
診
療
科
目
は
そ
ろ
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
国
保
関
係
資
料
に
よ
っ
て
受
診
状
況
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
町
民
（
国
保
被
加
入
者
）
の
利
用
す
る
医
療
機
関
の
う
ち
、

大
ま
か
に
み
て
八
○
％
が
郡
山
市
内
、
一
〇
％
が
三
春
町
内
、
そ
の
他
が
一
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
町
内
で
は
県
立
三
春
病
院
と
そ
の

他
の
個
人
経
営
医
療
機
関
の
利
用
割
合
が
ほ
ぼ
半
ば
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
問
題
点
は
、
第
一
に
、
三
春
町
に
お
け
る
医
療
機
関
が
全
て
三
春
地
区
に
集
中
し
て
お
り
、
と
く
に
南
部
に
と

っ
て
は
郡
山
市
が
、
北
部
に
と
っ
て
は
船
引
町
が
最
寄
り
の
医
療
機
関
所
在
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
県
立
病
院
が
医
師
確
保
の
困
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第37表　医療施設病床数 （昭和50年12月末現在）
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健
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（資料）福島県厚生部r厚生行政の概況（衛生編）』第25巻187ページより作成。

　（注）病院病床数内訳
　　　三春町…県立三春病院120（52年3月よりr般100，伝染病20），宗方病院30（r般）
　　　小野町…公立小野町地方総合病院224（一般160，結核30，伝染病34），石塚病院

　　　　　　　85（一般）
　　　船引町…大方病院40（一般），秋元病院30（一般）

第38表　医療施設数 （昭和50年12月末現在）
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（資料）福島県厚生部r厚生行政の概況⊆衛生編）』第25巻187ページ。
　（注）①「薬局」は医療施設ではないが参考までに提げた。
　　　　　（薬局数の出所一田村郡関係分は二春保健所r業務概要1676』。22ページ。
　　　　　　　　　　　　郡山市関係分は福島県厚生部，上掲書165へ一ジ。同所で
　　　　　　　　　　　　田村郡10とある）。
　　　②「総合病院」「急救病院」「休止」は再掲分のため，「総数」には加算されな
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第39表　医療機関および診療科目（三春町）

（昭和52．4．1現在）

一
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春
町
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お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
1

病
院

医

院

歯
科
医
院

県立三奉病院

宗　像　病　院

院
院
院
院
院
院
院
院
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医
　
　
　
医
　
医

医
鼎
医
医
医
科
医
鵬
医

　
形
一
　
　

外
　

胃

山
整
月
内
吹
山
本
科
町

　
藤
　
　
　
　
　
　
外

春
遠
石
陣
矢
西
根
星
新
本田歯科医院

小山歯科医院

佐藤歯科医院

歯科佐藤医院

診 療 科 目

内科，外科（週3回），小児科（週2回），産婦人科，
耳鼻咽喉科

内科，外科，産婦人科

内科，小児科，理学診療科，放射線科

内科，外科，眼科

内科，小児科

内科，小児科

内科，外科，小児科

内科，外科，小児科，消化器科，肛門科

内科，小児科

内科，外科，呼吸器科，消化器科

内科，小児科，呼吸器科，胃腸科，循環器科，放射線科

科
科
料
科

歯
歯
歯
歯

（資料）三春町民生課資料による。

難
な
ど
に
よ
っ
て
町
民
の
医
療
需
要
に
十

分
応
え
き
れ
て
い
な
い
こ
と
（
半
日
診
療
、

隔
日
診
療
な
ど
）
、
第
三
に
、
し
た
が
っ

て
「
軽
い
病
気
は
三
春
の
病
院
で
治
療

し
、
面
倒
な
病
気
は
郡
山
の
病
院
に
行

く
」
と
い
う
町
民
の
側
で
の
選
択
的
対
応

が
半
ば
常
識
化
し
て
い
る
こ
と
、
第
四
に
、

夜
間
・
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
個
別
医

師
と
の
個
人
的
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
頼
る

か
、
あ
る
い
は
郡
山
消
防
署
三
春
分
署
の

救
急
車
に
よ
る
郡
山
市
内
へ
の
搬
送
に
依

存
し
、
町
内
的
な
救
急
医
療
体
制
を
事
実

上
欠
い
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
問
題
は
、
基
本
的
に
は
、
三
春
町

が
郡
山
市
に
比
較
的
近
く
、
ま
た
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
に
よ
っ
て
、
買

い
物
や
通
学
な
ど
の
目
的
を
も
兼
ね
た
郡

山
市
内
へ
の
「
医
者
通
い
」
が
と
も
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
六
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で
は
、
老
人
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
（
た
と
え
ば
三
春
町
に
は
七
〇
才
以
上
者
が
約
一
、
五
〇
〇
人
お
り
、
そ
の
う
ち
要
入
院
者
は
約

三
〇
％
に
の
ぼ
る
と
病
院
側
で
は
推
定
し
て
い
る
）
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
人
件
費
や
諸
経
費
が
増
加
す
る
な
か
で
の

収
入
減
と
い
う
経
営
困
難
が
進
行
し
、
他
方
で
は
、
た
と
え
ば
内
科
医
師
一
人
が
外
来
患
者
六
、
七
〇
人
と
入
院
患
者
三
〇
人
を
二
四
時
間
拘

束
で
措
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
う
え
、
さ
ら
に
「
給
料
が
安
い
」
臼
稼
動
還
元
が
な
い
」
「
将
来
性
が
な
い
」
等
々
の
理
由
か
ら
生
ず
る
医
師

確
保
の
困
難
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
。
か
く
し
て
三
春
病
院
は
、
他
の
県
立
病
院
と
同
様
に
悪
循
環
的
な
危
機
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
救
急
体
制
の
実
際
を
示
す
も
の
と
し
て
、
郡
山
消
防
署
三
春
分
署
に
よ
る
救
急
車
（
三
口
配
備
）
の
出
動
記
録
を
整
理
し
て
み
た
。

第
4
0
表
に
よ
っ
て
救
急
出
動
件
数
を
み
る
と
、
月
ご
と
の
傾
向
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
全
体
と
し
て
出
動
件
数
の
増
加
傾
向
が
う

か
が
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
出
動
原
因
別
に
み
た
の
が
第
4
1
表
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
急
病
が
全
体
の
半
分
、
交
通
事
故
が
五
分
の
一
強
、

一
般
負
修
が
七
分
の
一
程
度
を
し
め
、
こ
れ
ら
が
主
要
な
出
動
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
三
大
出
動
原
因
を
よ
り

く
わ
し
く
み
た
の
が
第
4
2
表
で
あ
る
。
月
ご
と
の
平
均
値
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
と
し
て
、
年
次
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
出

動
は
停
滞
的
で
あ
り
、
一
般
負
傷
お
よ
び
急
病
に
よ
る
出
動
件
数
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
、
第
4
1
表
に
み
る
転
院
搬
送
が
毎
月
一
件
以
上
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
一
旦
患
者
を
収
容
し
た
病
院
が
そ
の
任
に
た
え
ら
れ
ず
、
病
院
側
の
判
断
と
要
請
に
よ
っ
て
患
者
を
再
び

．
送
り
出
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
救
急
体
制
、
医
療
体
制
の
弱
さ
を
示
す
指
標
の
一
つ
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
事
態
を
全
面
的
に
明

示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
』
つ
ま
り
、
救
急
隊
の
判
断
で
、
「
軽
症
者
は
三
春
へ
、
重
症
者
は
郡
山
へ
」
と
い
う
選
択
一
的
措
置
に
よ
っ
て
、

重
症
者
、
中
等
症
者
に
つ
い
て
は
最
初
か
ら
郡
山
市
内
に
直
行
し
た
う
え
で
の
、
比
較
的
軽
症
者
を
収
容
し
た
町
内
病
院
か
ら
の
転
院
搬
送
を

こ
の
記
録
は
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
夜
間
や
休
日
に
つ
い
て
は
、
県
立
三
春
病
院
の
当
直
医
師
が
た
ま
た
ま
そ
の
症

状
の
担
当
医
で
あ
る
場
合
を
の
ぞ
い
て
、
町
内
で
の
収
容
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
日
日
中
出
動
の
三
分
の
二
と
夜
間
．
休
日
出

　
　
　
　
t
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
－
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t
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
し

七
〇

動
の
ほ
と
ん
ど
が
郡
山
方
面
へ
の
搬
送
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
搬
送
の
場
合
、
一
回
に
つ
き
約
二
時
間
の
出
動
時
間
を
要
し
て
い
る
。
か

く
し
て
、
こ
の
よ
う
な
救
急
出
動
の
記
録
は
、
町
内
的
な
救
急
医
療
体
制
の
非
常
な
弱
さ
と
、
こ
の
面
で
の
郡
山
市
へ
の
依
存
の
大
き
さ
と
を

証
明
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
方
の
小
規
模
自
治
体
が
救
急
医
療
体
制
を
独
自
に
確
立
す
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
以
上
、
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国
や
県
に
よ
る
公
的
医
療
体
制
の
抜
本
的
な
拡
充
を
は
か
る
と
と
も
に
、
そ
の
う
え
で
民
間
の
医
師
．
医
療
機
関
と
の
有
機
的
な
連
関
を
は
か

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
自
治
体
が
把
握
す
る
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
つ
い
て
、
主
に
医
療
費
の
視
点
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
第
4
3
表
は
比
較
の
た
め

の
ひ
と
つ
の
基
礎
数
値
と
し
て
年
度
中
央
人
口
（
一
〇
月
一
日
現
在
人
口
）
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
福
島
県
の
人
口
は
四
七
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第43表　年度中央人口の比較

　　　　　　　　　　（毎年10月1日現在）

三春町田村郡
指数指数1人口
03。91

03．2

01．5

02。2

00．9

00．0

98．9

97．7

96．1

94．6
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91．8
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104．5122，119

　　　　i

103．9121，972
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　　　　E
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92．5119，555

　90．9　　19，144

　89．8　　18，924

　89．1・　18r866
88．2！18，859

　　　　1

88・0118・903
量子：垂I　l§；3§ξ

福　島　県　1田　右

人・指判人・
2051，1371103．4198，746
　レ　　　　　i一＿．．．一一一L－

2，・35・55611・2・6198・185

2，019・360i101・8197・105
2ρ09・938i101・3ig6・627
2，002，4491100、91　95，554
1．983．754　100．0！　94，456

舞鶴：搬8墨
31累二甥3羅§91粥

946・077 苑¥輿．．．．努1饗

す461雪6弓H97．8t87，131

938，768　　97・7　　85，891

943，060197・984・827
952，87998．484，172
♀礁i．．．馴．．尋増量

1，983，5601100．083，133

1，996，674100．782，713
2…8・・1211・L282・4盤

＼
　昭和35

　　　　　36

　　　　　37

　　　　　38

　　　　　39

　　　　　40

　　　　　41

　　　　　42

　　　　　43

　　　　　44

　　　　　45

　　　　　46

　　　　　47

！　　　48

i　49
1　　　50

…
5
1
5
2
5
3

（資料）昭和52年までは福島県企画調整部r福島県の人口』（昭和

　　　52年版），昭和53年は同前（月報）より作成。

　（注）昭和38年三春町の人口増加は同年9月一部要田地区の編入

　　　　（船引町より）による。

1
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
1

年
段
階
で
下
げ
止
ま
り
と
な
り
　
五
一
年
に
は
四
C

年
の
水
準
に
回
復
し
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、

田
村
郡
で
は
依
然
と
し
て
人
口
減
少
傾
向
が
つ
づ
い

て
お
り
、
三
春
町
に
つ
い
て
は
五
〇
年
に
は
下
げ
止

ま
り
、
そ
の
後
は
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
第
製
表
は
国
保
の
被
保
険
者
数
に
関
す

る
比
較
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
福
島
県
、
田
村

郡
、
三
春
町
の
い
ず
れ
の
段
階
で
も
絶
対
的
な
減
少

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
被
保
険
者
数

の
減
少
割
合
（
表
中
の
指
数
の
比
較
）
で
は
郡
〉
町

V
県
と
な
っ
て
お
り
、
つ
ま
り
は
人
口
減
少
率
の
大

き
さ
と
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

国
保
の
加
入
率
を
み
る
と
、
四
〇
年
段
階
で
は
県
が

約
六
〇
％
、
郡
が
七
五
％
、
町
が
六
三
％
の
水
準
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



第44表　国保の被保険者数と加入率の比較

認
昭和36
　　37
　　38
　　39
　　40

－
n
∠
3
4
ピ
フ

4
4
4
4
4
6
7
8
Q
／
0

4
4
4
4
【
ノ－

n
∠

【
フ
5

被保護者数1亀論人率1被保農者教職発入報保磁篇喜入率

　　　　1
1・322・6401112・165・0
1285，550：109．OI63．7
1：253，516！106．3i62．4

1，211，473い02・7605
1，179量7451　100．0　59．5
　　　　－1一．．．一一一．一

　　　　　　　1………’
1艶156，70998・OI58・7
1，139，170－　96．6157．9
1，117，70194．7157．0

1，094，7661　92．8　56．0

1，063，558　　90．2　54．7

1，042，449　　88．4　53．7

1，022，9ア0　　86。7　52．8

　995，124　　84．4　51．2

　964，366　　81．7149．4
　　　　ラ　956，7721　81．1　48．2

一一一一一一一一一』↓．．

　　　　1　950，398！　80．6　47．9
942，143・79．gI47．2

　　　　E　　I

77，263
76，109
74，289
72，638

71，063

69，847
68，420

66，766
65，009
62艶842

61，216
59，749

57，820
55艶598
55，014

54，296
53，626

108．7

107．1

104．5
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100．0

78．7

78．4

76．9
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75．2

98．3　75。1

96．3　74．3

94．OI73．6
91．5　72．6

88．4　71．2

86．1　70．3

84．1　69．6

81．4　68．2

78．2　66．1

77．4　66．〇
　一1一■■一一■

　　1
76．4　65．3

75．5164．8
　　1

14，843

14，534
14，228
13，826

13，507

13，277

12，976
12，793

12，560
12，141

11ン847

11，554

11，201

10，758

10，650

10，469

10，414

　109．9　67．6

　107．6　67．2

　105．3　65．4

　102．4　64．3

　100．0　63．4

　　　ド
　98．3　62．8
　　　　　96．1i62．4
　94．7r62．5
　93．0　62．4
　89．9－61．0
．－－．－＿一．1－．＿一一一

87．716L2

　85．5　60．4
　　　ヒ　82．9－59．2

　79．6　57．0
　78．8－56．5
　　　1
　　　一「『
　77．5i55．4
　77．1154．9
　　　1

一
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
1

（資料）福島県厚生部r国民健康保険事業状況』（各年版）より作成。
　（注）①「被保険者数」は年間平均数（毎月未被保険者数の平均数）である。ただ

　　　　し，36，37年につV・ては他の関係数値から推算（受診件数÷受診率）した
　　　　が，別の数値による計算結果とは異るので，この2カ年の数値についての
　　　　信頼度は高くはない。そして・この影響は次表以下に及ぶ。
　　　②「加入率」は毎年10月1日人口（第43表）にたいする被保険者数の割合
　　　　　（％）をもってあてた。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

あ
っ
た
の
が
、
全
体
と
し
て
着
実
に
低
下
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
低
下
の
程
度
は
県
V
郡
V
町
と
い
う
序

列
に
な
っ
て
お
り
、
絶
対
数
の
減
少
と
は
逆
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
県
段
階
で
は
人
口
数
の
回

復
傾
向
と
被
保
険
者
数
の
減
少
傾
向
と
の
相
乗
効
果

に
よ
っ
て
加
入
率
の
減
少
幅
が
大
き
く
な
り
、
郡
段

階
で
は
人
口
減
少
と
被
保
険
者
の
減
少
と
が
相
殺
効

果
を
も
っ
て
、
加
入
率
の
減
少
幅
を
小
さ
く
し
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
三
春
町
に
つ
い
て
も
同
様
の

こ
と
か
ら
説
明
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
加

入
率
に
お
け
る
郡
V
町
V
県
と
い
う
序
列
は
、
各
々

の
段
階
で
の
人
口
の
職
業
構
成
を
反
映
し
て
お
り
、

お
そ
ら
く
は
農
家
の
し
め
る
比
重
に
も
っ
と
も
大
き

く
依
存
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
以
上
の
よ

う
な
被
保
険
者
数
の
減
少
傾
向
は
、
国
保
経
営
を
困

難
に
す
る
重
要
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
第
4
5
表
は
被
保
険
者
一
〇
万
人
あ
た
り
受

診
率
の
比
較
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
、
逐
次
受
診



第45表　10万人あたり受診率の比較

　　三　　春　　町
受診率1指数1対比1順位田村郡島県

指数1対比1受診率t指数1対比

　福
受診率

8
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8
4
1

r
フ
6
7
0
Q
6
…
1
9
0
2
2

一
7
6
7
7
7

70
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70
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195，8631　76．7　90．2
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　　　　　　　　　　　1
257，031　100．6　83．5
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324，674　　127．1　83．2

338．9841　132．7183．6

　　　　　　1

370，752・145．186、0
391，916　　153．4　86．0

442　184　173．1　90．4
　　　つ

451，125　176．6　89．6

475　164　186．0　91．9
　　　’　i

485，137　189．9　90．4

492艶164　192．7　89．4

・…1193，514t78・・189・1
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一66161鰯耳6煽185．6－

00．01281，238113．382．3
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00．OI332，5321　134．Oi82．0

217，120　　77‘3

224，88080．0
237，273　　84．4

269・690196・0
281．01α　100．0

307，802　109．5
341，887　　121．7

368，826　131．3
390，052　138．8

405．6901144．4
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幕
　昭和36
　　　　37

　　　　38

　　　　39

　　　　40

　　　　41

　　　　42

　　　　43

　　　　44

　　　　45

…
舶
覗
娼
弱
5
0
…
別
5
2（資料）第44表に同じ。

　（注）①「受診率」は年間平均被保険者数10万人あたりの受診件数である。

　　　②「（三春町）順位」は県内市町村（39年まで120，40～41年109，42～43年92

　　　　44年以降90）中における三春町受診率の順位を示す。

－
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
1

率
を
高
め
て
は
い
る
が
、
受
診
率
に
お
け
る
県
V
町

V
郡
と
い
う
序
列
は
変
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
住
民

の
意
識
の
向
上
、
医
師
・
医
療
機
間
の
年
々
の
増
加
や

道
路
の
改
良
な
ど
に
よ
る
医
療
機
関
利
用
上
の
改

善
、
老
人
医
療
費
等
々
で
の
公
費
負
担
の
拡
大
に
よ

っ
て
、
住
民
の
受
診
機
会
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
の

結
果
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
、
田
村
郡
に
お
け
る
受

診
率
の
低
さ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
阿
武
隈
山
系

地
域
や
会
津
の
山
間
地
域
と
同
様
に
、
医
療
機
関
利

用
上
の
地
理
的
な
制
約
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
は
僻
地
医
療
が
問
わ
れ
る
所
以
の
ひ
と
つ
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
受
診
率
に
お
け
る
三
春
町
の

県
内
順
位
は
、
つ
ね
に
低
位
に
推
移
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
三
春
町
の
住
民
、
と
く
に
農
家
に
と
っ
て

は
、
そ
の
農
繁
期
の
連
続
性
に
よ
る
過
労
と
疾
病
の

現
実
的
可
能
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
受
診
す

る
た
め
の
時
間
的
・
物
理
的
条
件
の
不
十
分
さ
が
こ

の
数
値
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



第46表　1人あたり療養諸費の比較

一
三
春
町
に
お
け
る
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・
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3，882

4，867
6，286

7，249
8，647

10，943

12，223

15，749

17，930

22，196
26，930
36，544

46，340

54，834
65，647

指数1対比

　45．1i　g4．1

　52．1192．8
　　　　［
　60．4189．0
　　　　ヒ
55・7164・8

100．0．95．5
　　　　1

　　　　1
118．0　92．2

141．4　89．9

165。5…86．4

194．1　86．1
　　　　1
245．OI89．6
　　　　！

　　　　1
276．6188．2
342．1！85．8
　　　　ド
411．4185．8
570畢8　84．7

697．8　86．O
　　　　l

　　　　I
835．6－85．5
957．0185．6

指数1対比i費用額費用額

2，841
：3，297

3，981

5，046

6．144

7，510
9，228

11，242

13，235

16，050

18，409

23，399
28，130
39，567
47，605

57，356

65．799

146．21100．012647
　　　　　　1　　i　・
7　53・7i100・OI3・060
欄：？i188：8β：1諺

三一．一9四．■1曾四一．マ1遡．

0122．21 P00．Oi6，922

8　　150．21100．0　　8，296
　　　　　　　ド
2183・Oi100・OI9，713
5215・4：100・0111，390

0261・ hL．9219」．燃警

　　　　　　　　　　　　ド
9　　299．61100．0！16，230

938・・811…Oi2…74
0457・8i100・0124・141
7磁・OI100・Oi33・495
5　　774．81　100．OI－40，946
　　　　　　　1

　　　　　　　1
6　　933．5－100．0　49，032
　　　　　　　1
91・・7・・gi100・056・331

誌i
　昭和36
　　　37
　　　38
　　　39
　　　菊

…
1
2
3
4
5

一
4
4
4
4
4

46
47
48
49
50

51

52

（資料）第44表に同じ。

　（注）①r（1人あたり）費用額」は療養諸費合計額÷年間平均被保険者数である。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

　
さ
ち
に
第
4
6
表
は
一
人
あ
た
り
療
養
諸
費
の
比
較
で
あ
る
。

一
般
的
に
い
え
ば
一
人
あ
た
り
受
診
率
が
一
人
あ
た
り
の
療
養

諸
費
に
相
関
し
う
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
県
V
町
V
郡
の

序
列
が
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
と
く
に
三
春
町
に
つ
い
て

は
、
受
診
率
の
低
さ
ほ
ど
に
療
養
諸
費
が
低
く
は
な
い
こ
と

が
、
「
対
比
」
や
「
順
位
」
の
比
較
か
ら
よ
み
と
れ
る
。
こ
れ

は
一
件
あ
た
り
の
費
用
額
（
お
よ
び
一
件
あ
た
り
の
日
数
）
で

は
相
対
的
に
高
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
受
診
者
の
疾
病
の

程
度
が
そ
れ
だ
け
重
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
こ
で
第
4
7
表
に
よ
っ
て
一
件
あ
た
り
の
費
用
額
を
比
較
し

て
み
た
。
こ
こ
で
は
県
、
郡
、
町
の
序
列
ボ
逆
転
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
三
春
町
は
受
診
率
が
低
く
、
し
た
が
っ
て
一
人
あ
た

り
の
療
養
諸
費
も
低
い
が
、
一
件
あ
た
り
で
は
非
常
に
高
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
れ
は
、
仕
事
の
都
合
や
適
当
な
医
療

機
関
が
手
近
か
に
な
い
こ
と
の
た
め
に
、
病
気
が
悪
化
し
て
は

じ
め
て
受
診
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
点

で
田
村
郡
が
三
春
町
よ
り
も
低
位
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
の
理

由
は
、
た
と
え
ば
、
山
間
地
域
と
し
て
の
医
療
機
関
利
用
上
の



第47表　1件あたり費用額の比較

一
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
1

恥
昭和36’

　　37
　　38
　　39
　　40

　　41
　　42
　　43
　　44
　　45

　　46
　　47
　　48
　　49
　　50

　　51
　　52

福　　島　県

費用額 指数　対比

田　村　　郡 暮

1，306

1，447

1，656

1，850

2，161

2，417

2，674
3，022

3，364
3，924

4，241
5，095

5艶708
7，801

9，128

10，590
11，823

費用額 指数対岡費用倒
6・．4巨・・。・11，341

11こ91188：8q：128

、君1：言088：8臓τ

　　　　　　1．一
　　「一…一■…「■『■■一

11L8i10α012・623
111：lli88：81霧

155・71100・Oi3・531
181・6100・0W饗”臨「1る616r一 ｯ5。5
235・8・1・…15，226

264．1　100．0　　5，714

361．0　100．0　　7，839

422 �D圭？四．．．曾岬…

490．1　100．0　10，621
547畢1　100。0　　11，854

指数
　　チ
対比顎位

　町

57．3h・2．711，497

64・1103・711・561
　74．3105．111，848
1葛石：8瑚．．1：霧

’τfジ』61一幡2丁ラうジ”

124．91109．3　　3，031
139．OI　107．7　　3，494

150．8105、q3，716
183．OI109．114，614

一一一－．一．、『j　　－－．1

　　　1一一一一一一　「■一『一■一

192．4！106．2！4，797

郷i81111111器
334．9　100，51　8，013

392・1 I．1…61♀廻．

無識’1鍍一一
　　　　　　i

61．51114．6116

　　　　　164．1　107．9129
　　　　　ド75．9　111．6124
86．9114．3116

！曾9二引．埋1司一牲．

　　1
甥1瓢11
143．5115．66
1翻1911122
　　1　　．L＿一
一1寅』i1－ilヨ11F4

231．0　110．4　　7
247．91105．717

329．2　102．7　26

含雅量1■■猶二118

辮舗■房
　　　　　　1

七
五

（資料）

　（注）

第44表に同じ。
「（1件あたり）「費用額」は診療費総額÷診療件数（受診件数）である。

　　　　　　第48表　1人あたり国保税収納額の比較

幕
昭和36
　　37
　　38
　　39
　　釦

　　41
　　42
　　43
　　44
　　45

　　46
　　47
　　48
　　49
　　50

　　51
　　52

福　　島　　県

収納額 指数

　　145．2！

50．41

54．3

73．1

100．〇一

125．2

151．6

178．2

209．0

257．1

対比

田

　862
　962
1，036

1，394

1，908

2，388

2，893

3，400

3，988

4，905

57895
6，757

8，090
10，581
12，647

16，024

19，316

収納額

村　　郡

指数　対比 収納額

309．01

11蠣§麟

一’

u1・6』6F脚6一■
1・・1乳41100・018P33

100．0　　　770
100．0　　　　827

100．0　　　　954

100．0　1，354
100．0　　17981

100．0　　2，211

100．0　　2，697

100．0　　3，161

100．0　　3，644

100・Oi3・701
一■

Q”翻一一

38．g189．3i　g42

4L7i86・0…1，016
鐡ll：1臣lll

．12四．塑f貧12・352

111．6　　92．6　　2，411

136．1　　93．2　　2レ896

159．693．03，790
183．9　　91．4　　4，063

186．875．55，185
　　　　　’一1■一
286．9　　96．4t　7，215

314．192」17，445
352．7　　86．41　8，799

449．6　　84．2－　9，385

518．8　　81．3　　10，240

指数対比順位
　　　　　1

　暮　　町

鋼一争驍P

鴛：1鵬老l1

50．91115．514
72．41122．19

．玉釧．興．璽．

102．5　101．0　29

123．1　100．1　29

161．1　111．5　17

■．珊．蹴．署一

　　　　　　し
306．8　122．4　　6

316．5　110．2　15

374．1　108．8　19
399．0　　88．7　54

435．4　　81．0　71

　　　’下…
1謡い乙婁：911

（資料）

　（注）

第44表に同じ。

r（1人あたり）収納額」は国保税収納額÷年間平均被保険者数である。



　
　
　
1
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

不
便
さ
等
か
ら
、
完
治
以
前
に
受
診
を
打
ち
切
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
ど
に
よ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
間
の
物
価
上
昇
等
を
も
背
景
と
し
つ
つ
、
受
診
率
の
上
昇
と
一
件
あ
た
り
費
用
額
の
上
昇
の
相
乗
効
果
と
し
て
、
一
人
あ

た
り
療
養
諸
費
の
上
昇
は
さ
ら
に
急
速
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
は
、
第
4
8
表
に
み
る
よ
う
に
、
一
人
あ
た
り
保
険
税
収
納
額
の
連
年
の
上
昇

と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
三
春
町
に
つ
い
て
は
、
税
額
の
仲
び
率
は
比
較
的
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
絶
対
額
で
は
県
平
均
を
上
回
っ
て
推

移
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
第
4
6
表
で
み
た
一
人
あ
た
り
療
養
諸
費
に
比
べ
て
も
か
な
り
高
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
結
果
、
こ
の
間
に
か
な

り
の
基
金
繰
越
が
み
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
取
り
く
ず
し
が
近
年
の
収
納
額
の
対
県
平
均
比
で
の
急
低
下
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
問
に
お
け
る
一
般
財
政
か
ら
の
繰
入
状
況
等
も
保
険
税
の
水
準
に
影
響
す
る
要
因
で
あ
る
。

　
次
に
、
老
人
医
療
公
費
助
成
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
制
度
は
、
全
国
的
な
住
民
要
求
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
各
自
治
体
レ
ベ
ル
で
費
用

の
一
部
を
公
費
負
担
す
る
と
い
う
事
実
の
普
及
（
三
春
町
に
お
い
て
は
昭
和
四
七
年
四
月
よ
り
七
〇
才
以
上
に
つ
い
て
実
施
）
を
背
景
と
し

て
、
昭
和
四
八
年
一
月
か
ら
老
人
福
祉
法
の
一
環
と
し
て
国
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
四
九
年
一
〇
月
か
ら
全
面
実

施
さ
れ
た
高
額
療
養
費
助
成
制
度
と
と
も
に
、
老
人
医
療
の
拡
大
に
大
き
く
寄
与
（
種
々
の
制
度
的
限
界
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
制
度
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
第
9
図
の
事
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
第
4
9
表
に
よ
っ
て
老
人
医
療
費
支
給
対
象
者
数
を
み
る
と
、
そ
の
伸
び
率
と
国
保
被
保
険
者
中
の
比
率
の
両
方
に
お
い
て
町

V
郡
V
県
と
い
う
序
列
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
節
で
み
た
よ
う
に
、
「
過
疎
」
化
地
域
ほ
ど
老
年
人
口
比
率
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
こ

こ
で
も
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
第
5
0
表
で
老
人
医
療
費
支
給
対
象
者
一
〇
万
人
あ
た
り
受
診
率
を
み
る
と
、
四
七
年
度
と
四
八
年
度
以
降
と
の
格
差
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
四
七
年
度
分
に
は
公
費
助
成
制
度
が
全
面
実
施
さ
れ
た
四
八
年
一
～
三
月
分
を
ふ
く
ん
で
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
諸
率
の
格
差

は
こ
こ
に
示
さ
れ
る
以
上
に
一
層
大
き
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
表
か
ら
は
、
受
診
率
に
つ
い
て
は
県
、
郡
、
町
と
も
に
ほ
ぼ
同



第9図　高額医療（療養貴）制度および老人医療無料化制度

一
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
1

㈹高額医療（療養費）制度一1人の患者が，一医療機関で受けた1カ月の医療費（入
　・外別）の自己負担分が，39，000円（医療費総額130，000円）を超える場合，その超

　える分を保険で給付（現金給付）する。その費用負担区分例は次のとおりである。

昭和52年
10　月　分

保険者
　いわき市

　
生

　
年

　
　者

2
子

　
和

患
昭
男

昭和52年
7月入院
病　名
悪性リンパ腫

国保の負担する分
7　割　給付分

3，188，500円

国の負担分

45％

2，049，750円

保　険税

25％

1，138，750円

高額療養費分

1，327，500円

国の補助

％

663，750円

保険税

垣

663，750円

自己負担分

39，000円

（本 人）

合計4，555，000円

（功老人医療無料化制度一70才以上（寝たきりの場合は65才以上）の老人が，医療を受

　けた場合，保険で給付される分以外の自己負担分を公費で負担し，無料とする。

昭和52年
12　月　分

保険者
　柳津町

　
生

　
年

　
　者

2
子

　
治

患
明
男

昭52年8月よ
り入院

病　名

肺　ガ　ン

国保の負担する分
7　割　給付分

658，126円

国の負担分

45％

423，081円

保　険税

25％

235，045円

高額療養費分

243，054円

国の補助

巧

121，527円

保険税

妬

121，527円

公費で負担する分

（是蠣）

39，000円

国

％

県

％

市町村

％

一26ρ0016，50・i6，500

　　　1

合　　計 g40，180円

（資料）福島県国保連合会資料による。

じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ

と
、
町
や
郡
の
受
診
率
は
県

平
均
よ
り
も
か
な
り
低
く
、

全
県
的
に
み
て
低
位
置
に
あ

る
こ
と
（
こ
こ
で
も
医
療

機
関
利
用
上
の
難
易
度
が
反

映
し
て
い
る
）
、
公
費
助
成
制

度
の
全
面
実
施
後
は
老
人
の

受
診
率
が
一
般
受
診
率
の
二

倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
な
ど
が
わ
か
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
第
5
1
表
は
こ
れ

を
一
人
あ
た
り
診
療
費
に
つ

い
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

県
、
郡
、
町
の
相
対
比
較
に

つ
い
て
は
前
表
と
ほ
ぼ
同

様
な
こ
と
が
い
え
る
が
、
こ

こ
で
は
費
用
額
の
伸
び
率
が

　
　
　
七
七



　
　
　
1
三
春
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
－

受
診
率
よ
り
も
急
速
で
あ
る
こ
と
（
と
く
に
三
春
町
に
つ
い
て
）
、
ま
た
、
一
般
の
平
均

診
療
費
の
三
倍
以
上
を
要
し
て
い
る
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
一
件
あ
た
り
費
用
額
の
比
較
を
み
た
の
が
第
5
2
表
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
第
4
7

表
と
同
様
に
、
三
春
町
は
県
、
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
と
く
に
三
春
町
で
の
伸
び
率
（
指

数
）
の
高
さ
が
目
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
保
全
体
の
一
件
あ
た
り
費
用
額
と
の
比
較

で
は
、
県
、
郡
、
町
と
も
ほ
ぼ
同
様
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
最
後
に
、
国
保
全
体
に
し
め
る
老
人
医
療
費
関
係
の
比
重
を
み
た
の
が
第
5
3
表

で
あ
る
。
も
と
も
と
老
人
は
肉
体
的
弱
者
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
老
人
比
以
上
に
件

数
比
が
高
い
（
全
体
的
に
ほ
ぼ
二
倍
強
と
な
っ
て
い
る
）
こ
と
、
ま
た
、
同
じ
理
由
に
よ

っ
て
一
層
高
い
割
合
の
療
養
経
費
を
要
す
る
（
全
体
の
四
分
の
一
な
い
し
三
〇
％
と
な
っ

て
い
る
）
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
対
象
者
比
率
の
高
い
三
春
町
が
件
数

比
率
で
も
療
養
諸
費
比
率
で
も
一
層
高
く
な
る
こ
と
は
、
そ
の
限
り
で
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。　

と
も
あ
れ
、
国
保
を
中
心
と
し
た
自
治
体
の
医
療
対
策
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
有
名

と
な
っ
た
岩
手
県
沢
内
村
の
例
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
福
島
県
内
で
も
南
会
津
郡
檜
枝
岐

村
の
よ
う
に
、
村
営
診
療
所
の
設
置
（
施
設
の
一
階
が
診
療
所
、
二
階
が
役
場
）
に
よ
る

定
期
検
診
の
実
施
に
よ
っ
て
、
高
受
診
率
の
も
と
で
の
低
医
療
費
を
実
現
し
て
い
る
事
例

が
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
い
ず
れ
も
予
防
医
療
の
立
場
に
た
つ
も
の

七
八

第49表　老人医療費支給対象者の比較

三春町田村郡福島県
比率

ハ
ツ
　
ユ
　
　
　
　

乳
＆
側
軌
免
軌

指数

96．3

100．0

105．6

106．4

108．2

110。8

対象者

　　　909

　　　944

　　　997

1，004

1，021

1、046

比率

　
　
ノ
ロ
ハ
ソ
　
　
ユ

ε
先
先
乳
8
．
舷

指数

98．7

100．0

102．1

105．5
1C、6．9

109．3

対象者

4，074

4，127
4214

　つ
4，355

4，412
4．512

指数1比率

　
　
エ
　
ロ
ノ
ユ
う

乳
乳
乳
乳
8
．
舷

ろ
　
　
ハ
ソ
エ
ロ
ノ

亀
α
L
名
生
乳

9
0
0
0
0
0

対象者

72，814

73，817

75，032

75，980
76，818
79．632

年度　、

　昭和47
　　　48
　　　49
　　　50
　　　51
　　　52

（資料）福島県厚生部r国民健康保険事業状況』（各年版）より作成・

　（注）①「対象者」は年間平均数（各月末数の平均数）である。

　　　②「比率」は国被年間平均被保険者中にしめる比率（％）である。

　　　③51年度三春町の対象者数は三春町国保事業状況報告書により，田村郡対象者

　　　　数の集計もこの数によって集計した。



で
あ
り
、
学
ぶ
べ
き
点
も
多
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
医
療
保
険
制
度
の
合
理
的
再
編
成
が
必
要
な
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
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准
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」
「
癌
嘗
」
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O
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画
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4
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最
後
に
、
町
当
局
お
よ
び
諸
団
体
、
諸
機
関
に
よ
る
保
健
対
策
に
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
ず
、
か
つ
て
重
大
で
あ
っ
た
高
乳
児
死
亡
率
へ
の
対
策
と
し
て
、
町
当
局
も
種
々
の
施
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
。
現
在
で
は
三
才
児
ま
で

の
医
療
費
お
よ
び
妊
娠
五
ヵ
月
以
上
者
の
合
併
症
に
つ
い
て
一
〇
割
給
付
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
乳
児
（
四
～
九
カ
月
児
）
と
妊
婦
（
妊

娠
六
ヵ
月
以
降
）
や
産
婦
（
出
産
後
三
ヵ
月
ま
で
）
へ
の
栄
養
補
給
と
し
て
、
幼
児
に
は
月
四
五
〇
グ
ラ
ム
、
妊
産
婦
に
は
月
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
粉
ミ
ル
ク
を
支
給
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
母
子
保
健
推
進
員
や
食
生
活
改
善
推
進
員
の
制
度
を
お
き
、
全
国
的
任
意
団
体
で
あ
る
母
子
愛
育

会
の
育
成
に
も
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
三
春
保
健
所
の
活
動
と
関
連
し
て
、
四
六
、
四
七
年
度
に
は
三
春
町
が
母
子
特
別
対
策
地
区
に

指
定
さ
れ
、
そ
の
後
も
そ
の
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、
妊
婦
の
定
期
検
診
や
栄
養
教
室
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
婦
人
の
保
健
指
導
に
力
を
注
い
で

い
る
。

　
成
人
病
対
策
と
し
て
は
、
県
保
健
衛
生
協
会
に
委
託
す
る
年
一
回
の
成
人
病
検
診
に
つ
い
て
循
環
器
系
検
診
費
の
三
分
の
一
を
町
が
負
担



第53表　国保全体にしめる老人医療関係の比重

　
養
費

　
療
諸

町

4．5

23．1

29．6

29．7

30．9

30．2

　春

件数
　3．7
　16．3

　18．7

　19．0

　19．8

　21．2

三村郡
対象者

ハ
ソ
　
で
　
ノ
の
　
　

乳
敏
銑
0
銑
軌

療養
諸費

　5．0

22．8

25．5

26．2

26．7

26．1

件数

　　田

対象者
島県

ハ
　
　
ペ
ヰ
ハ
フ
　
　

乳
癌
丘
ε
乳
乱

れ
る
ユ
　
ハ
ソ
　
　
　

乱
先
込
7
8
8

療養

鑓
　5．4

24．0

26．0

27．0

27．4

28．7

件数
　福
対象者

　
　
は
　
ハ
ヲ
　
ハ
　

鉱
主
丘
ε
乳
3

た
　
し
　
ハ
ソ
　
う

7．

罇
F
7
8
8

恥　　　昭和47

　　　　　　48

　　　　　　49

　　　　　　50

　　　　　　51

　　　　　　52

（資料）第49表に同じ。
　（注）①「対象者」は年間平均被保険者中にしめる老人医療費支給対象者の割合（％）

　　　　　である。

　　　　②「件数」は国保全体の診療件数中にしめる該当老人診療件数の割同（％）で

　　　　　ある。

　　　　③「療養諸費」は国保全体の療養諸費合計額にしめる老人医療費支給対象者療

　　　　養諸費合計額の割合（％）である。

一一

t
町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
問
題
一

し
、
心
電
図
に
つ
い
て
は
町
が
二
〇
〇
円
、
本
人
が
三
〇
〇
円
を
負
担
し
、
胃
レ
ン

ト
ゲ
ン
に
つ
い
て
は
町
が
七
〇
〇
円
、
県
が
六
〇
〇
円
、
本
人
が
六
〇
〇
円
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
眼
底
検
査
（
自
己
負
担
四
〇
〇
円
）
は
三
春
保

健
所
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
成
人
病
検
診
の
受
診
率
は
十
分
高
い
と

は
い
え
ず
、
と
く
に
零
細
事
業
従
事
者
の
検
診
も
れ
が
み
ら
れ
、
こ
の
対
策
と
し
て

検
診
台
帳
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
町
の
成
人
病
検
診
と
事
業
所

に
義
務
づ
け
ら
れ
た
検
診
の
間
に
内
容
上
の
ち
が
い
が
あ
り
、
こ
の
点
で
の
一
元
的

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
成
人
病
対
策
と
し
て
は
厚
生
農
協
連
と
町
内

各
農
協
と
の
提
携
に
よ
る
検
診
と
事
後
指
導
活
動
が
あ
り
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
農
夫

症
に
関
す
る
資
料
は
前
節
に
か
か
げ
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ね
ひ
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と
き
わ
　
　
　
　
み
や
こ
じ

　
次
に
、
伝
染
病
対
策
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
春
町
、
船
引
町
、
常
葉
町
、
都
路
村

四
町
村
組
合
立
に
よ
る
隔
離
病
舎
が
昭
和
四
九
年
に
開
設
（
管
理
は
県
立
三
春
病
院

に
委
託
）
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
施
設
は
二
〇
床
を
擁
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
利
用

状
況
は
、
五
一
年
と
五
三
年
の
擬
似
患
者
一
名
づ
つ
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
伝
染
病

の
大
量
発
生
は
久
し
く
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
水
道
普
及
率

（
す
な
わ
ち
町
人
口
に
た
い
す
る
給
水
人
口
の
比
率
）
を
み
る
と
四
五
・
七
％
で
あ

り
、
県
下
第
五
四
位
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
比
較
の
た
め
に
示
せ
ば
、
県
全
体
の

水
道
普
及
率
は
七
四
・
五
％
で
あ
り
、
田
村
郡
で
は
三
五
・
七
％
で
あ
る
（
以
上
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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療
・
保
健
問
題
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

ず
れ
も
五
一
年
末
現
在
。
福
島
県
厚
生
部
『
厚
生
行
政
の
概
況
（
衛
生
編
）
』
昭
和
五
二
年
版
一
七
六
～
一
七
七
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）
。
ま
た
、

環
境
衛
生
と
安
全
対
策
を
か
ね
た
御
木
沢
農
協
に
よ
る
木
戸
前
舗
装
推
進
運
動
炉
田
村
地
方
農
業
改
良
普
及
所
を
通
じ
て
他
地
区
に
も
普
及
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
各
農
協
を
窓
口
と
す
る
各
種
の
環
境
整
備
資
金
制
度
（
住
宅
利
用
方
式
改
善
資
金
な
ど
）
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
保
健
対
策
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
三
春
町
民
生
課
、
三
春
保
健
所
、
田
村
地
方
農
業
改
良
普
及
所
（
在
三
春
）
生
活
改
良

普
及
員
、
厚
生
連
農
村
医
学
研
究
所
（
白
河
市
）
、
御
木
沢
農
協
・
三
春
農
協
の
生
活
指
導
員
な
ど
の
公
的
・
準
公
的
な
機
関
担
当
者
が
お

り
、
こ
れ
ら
の
間
で
の
提
携
・
協
力
関
係
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
は
農
協
婦
人
部
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
、
母
子
愛
育
会
、
母
子
保

健
推
進
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
々
を
通
じ
た
保
健
活
動
（
各
種
の
講
座
や
有
線
放
送
に
よ
る
生
活
改
善
、
保
健
衛
生
の
指
導
な
ど
）
も
す
す
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
春
町
と
し
て
保
健
婦
確
保
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
、
五
三
年
度
に
は
そ
の
適
用
者
を
得
て
い
る
ほ
か
、
県
立

三
春
病
院
の
た
め
の
医
師
住
宅
を
提
供
し
、
研
究
費
助
成
も
行
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
き
た
こ
と
と
は
別
に
、
今
後
の
対
策
強
化
が
の
ぞ
ま
れ
る
課
題
と
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
次
の
二
点
が
あ
げ
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
老
人
対
策
で
あ
り
、
と
く
に
百
人
を
こ
え
る
寝
た
き
り
老
人
へ
の
対
策
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
第
二
は
毎
年

の
よ
う
に
発
生
す
る
自
殺
へ
の
対
策
、
つ
ま
り
は
精
神
衛
生
上
の
施
策
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
必
ず
し
も
医
療
・
保
健
問
題
に
か
ぎ
ら
ず
、
社
会
的
な
諸
活
動
が
し
か
る
べ
き
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
関
係
機
関
の
積
極

的
で
適
切
な
対
策
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
住
民
自
身
の
意
識
的
な
参
加
も
ま
た
よ
り
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）


